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学力と学習指必の問題は学校教育の中心的な誹題である。児童生徒の学力向上という ζ とは，い

つの時代でも変;oCjJユ社創9委諮であ t，父母の麟いでもあろう。青少年の学力を向上し s人材を開

発ナるというととは，科学技術の飛躍的K進歩する現代に恥いて，各国とも競って力を入れている

とζろであ t，それは一つの世界的な動向ともみられる。わが国f'(:Jo"いても，たびかさなる教資課

程・学習指導要領の改訂を経て ，学力向土への努力は，行政商でも実践函でも，たゆみなく真剣(Il:

続けられている。ととるが ，本県の実情をみると ，関係者の努力tても州aわらず，毎年行なわれる

学力調査でも全国水準を寸てまわっておj:)，とれが向上をはか11， !居遺生徒一人一人の学力をじ申う ・

ぶん伸ばし育てる ζ とは，本県教育v'c:;:0-ける現下の重大議題である。

当研究所では昭和 34年以来， 学力向上のための学習指導の改警をテーマとして，。全所員の共同

研究体制のもとに共同思考をかさねながら ，主会して小・中学校の全教科にわたって実証的危研究

を進めてきた。また， S &年度からは，全国教育研究所連盟でも，菌語。社会・算激数学・理科の

学力と学習指導hてついての全国的な共同研究を行なうよう Kなったので，当研究所も積極的に乙の

4教科の共同研究に参加し，その縫進vc寄与している。

ととろで，児濠生徒の理解カとか，思考力というものは，どのよう Kして伸び，その学力はどの

ようKして形成されてい〈ものであろうか。また，日tて日K科学技術の躍進する現代K生きぬいて

い〈青少年IIC.どの工うな学力を ，どのようにして育ててい〈 ζ とが塁走しいのであろうか。とれ

は突に護大かつ鴎難な研究隠閣である。われわれは総力をあげて ，一歩でも二歩でもとの問題解決

l吃せまる実託的~研究を進めたいと念願し，単K指導技術上の慌題や速効的没学力向上法では念( ， 

実K生きて働〈学力を形成していく基本的没学習指導法を確立したいと思う。

との紀要は，昨年度の研究紀要『算数・数学科の問題解決κがける思考過程とその指導 (1) J 

f'(引き続き，今年度の研究 ，文字式を使って解く文筆題の文字を，数字Yてなきかえて指導した場合

の効桑v'c関する実験的研究をまとめたものである戸辛子台かたのど批判をいただければ幸いである。

な:t;>_，ζの研究は，それぞれ研究協力学校の絶大念協力のも とK行念ったもので ，学絞長はじめ，

直接樹~I'C協力しせいただいた職員各位，:;7 らびv'c児室生徒諸子f'(対しでも心から深〈感謝の意を

表する しだいである。

招奪n3 8年 8月 2 3 日

新潟県立教育研究所長 小 '林 正 革
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第一章 総 論

I 第一次研究 《 昭 和36年度〉の概要

会国教育研究所連Mでは ，r算数数学科の学習~à';、ける思考カの形成とその指導κ関する.研究J

という題目で.児童生徒の算数数学C学習にかける思考の機態を明かKし.ぞの刀を伸ばすためC

学習指導はどうあるべきかと加ラ研究を， aか年言|簡で開始した。研究fδ委第2g集は ，その第一

次研究として，当研究所が介担爽指したものの報告であった。

第一次研究の目的は .児童生徒が算数数学科の問題K立ち向かった場合K.どのように思考する

ものなのか，換言ナれば'.算数数学科の問題解決(tL$'ける児童生徒の思考過程 ，特に児童生徒がど

のような場合につまずき，どのよう念契機でぞれを}打開するのかを具体的に究明した。

ぞれ十てよって ，児香芝生徒K育てるべき数学的，思考とは，具体的十ては何であるかを明らかKし第二

次研究の目的である望ましいf鱒法に対する仮説設定の根拠が得られたのでちる。とのようκ第一

次研究.ナ~わち紀主要第 2 9集で報舎した研究は，児盛生徒の思考の過程や鎌態をあbのままvcみ

ると とをねらったもので指導法の改善を直接の目的としたものでは念かった。したがって持議事法に

ついては ，第二次の研究の結果に待i"t~ければ?をら念いわけであったが . 第一次研究も，っき・の段

階では ，指導法の問題K進むととを予想したものであ t，なま子また ，との紀要をと読まれる方々の多

くは小中高校の教師であ.!Jt 指導法の改善vc綾も強い関心を持ってかられるであろうと止?を どを考

え，研究の過程で考えさせられた指導ょの問題lそも ，ふれてきたのであった。

E 第一次研究ゎ成果一一思考の様態について

第一次研究の目標である「算数数学の問li!liを解決するととができ，算数数学を理解するととがで

きるような数学的思考とは具体的Kは何であるか」を研究した成果Kついては .紀委第21)集に詳

細K禾したのであるが .とζKその妥点を記してか〈。

L 思考は既有経験を前後とし，それtてよって制約される。

問題場面を理解できるだけの生活経験 ， 前提去念る知識技能等が必要~ζ とは当然であるが

それらの知識技能が構造づけられ体制イじされているととが， 見とt;-しの成立を容易Kナる。

また概念錬作の芳法.思考の方向も既有総験K制約される。

Z 恩湾活動は，一応の.または部介的の見とbしー--予想。成立から始まる。

最初に問題の確認がある。既有の反応と問題すなわち対象との閥の矛盾の自覚 問題意識

が思考を推し進めるエネルギーである。

初めに，一応の，または部分的の見と診しを立てる。と は思考の中心構働きがみられる。

初めから全体の見と診しが成立する というよ !J，部分的の，または一応の見となしで処稜，

操作をしてみる。その結果を足場にして ，っき‘の見去合しを立てる。予想一一試行一一予想の

修正またはつぎの段階の予想。

a 思考は目篠(tL導かれて発展ナる。

一応の，または部分的な見とかーしVてよる処理の結柴は，目標Vてよって窓妹づけられ，目擦に

つ念がら乏いと判断された場合は，その結果がすてられ，予想の修正または観点の変更が行な
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われる。

その結果K富色濃的念意味づけができず，包擦につ~がら念いと知 D をがら ，予想を修正した

り観点を変更して新し阿見とかしが成立しなw場合，ぞれが思考の行きづま bである。

4 兜議生徒は，初めの見と合しゃ処理の絡来1'(.とだわる傾向が強い。

a 問題の構造を洞祭し，関係を把握するとと(r;t.数学的な銭点K立って問趨K対処する ζξによ

ってのみ可能でるる。観点が異なれば同一ゆ問題でも異なった構造のものとして把握され，した

がって解決の方法も異なって〈る。

乱 算数数学の問題解決Kは，ぞれにふさわ しい方法があ!J，ぞれによって見去訟しの成立が町銘

になるo

t 児童生徒の思考が方向づけられ ，鍛点が統一されてv>念い場合lr;t.たとえ自で見えるような具

体的な姿で対象が提示されても，関係を抱怨すると止はできな加。思考の発展は見られず，授業

は混乱する。

a 思、3警は.行為の，概念、の世界への引き写しである。抽象的な概念の操作ができるまでになって

いない場合は，具体的な行為またはその表象で考える。

Bf 第二次研究《昭和37.38年度〉の仮説

思考を高める ζ とを目的とする授業は ，dにの原則κよって組織されなければならないでるろう。

L 算数数学科の指導は ，数学的な方法や観点を身につけさせると とを目僚と して行なわれなけれ

ば念らない。

Z 数学的7.t思考の力は .数学を学習する過程K草子りて，かっ，ぞれによってのみ育てられるa

a 教師の説明は，数学的な思考の過程Kしたがって，行念われなければ念ら老い。

たとえば.1乙 うすればよいJというのでな<，ど うして 「こうすればよいJといタ見去秒し

が成立したかを，理解させ念ければならない。

4 教師は，児童生徒が数学的念観点から問題K立ち向かい数学的念方法で処理するよう，その思

考を方向づけなければ念ら老いc

5 児童生徒が問題解決に成功し.'iたは失敗した決定的念原因が，とのよう念数学的念観点から

とのよう念数学的な方法で処理 したか否かにあるととを，児童生徒に自覚させ~ければならな加@

a 児童室生徒の知識技能が，体制化され構造づけられるよう指導しなければ念ら念柄。

数学的な思考の観点や方法は ，成熟または自然の成長によって身十てつくものでな<，指導し念け

れば念ら念いものと考える。たとえ自然の成長や成熟によって町能である止しても，それをまって

いたのでは.人類が経験したと同鎌VC;数千年の歳月を空襲するであるう。

ととるで，具体的念数学的思考の観点や方法は.それぞれ教材の本質，今後児童生徒(tCどのよう

念数学の学習を期待するかという将来の見ξかし.'1:，' .tび児童生徒の心理的発途段階をふまえて，

検討を進めていか念ければなら念いものであろう。

との点Kついては， 第三次以鋒の研究li(訟ける授業の実践とぞの観祭分野の作業の過程で，その

ような観点や方法を身tてつけさせる指議法と去もK.具体的な研究を積み重ねてW きたいと思う。
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W 第二次研究の作業復説《昭和37年度の研究〉とその意義

作 業仮 設

文字式をつかって解く文書聖題がわかり{こ くいときは， 文字をかんたん・な数字におきがえて

脅えるとよ4、。

忽考を高めると止を包的止するまま数数学科の指導は，数学的な思考の方法や観点を身につけさせ

ると 去を目標として行念われ念ければなら念いと思われるが，思考が，抽象的念綴念の録作ででき

るまでtt~ っていない場合は.具体的な行為または表象で考えると止によっ て ，問題解決のお、$'~

~手がか b と念るようでるる。とのと止は . :n数から数是非Kかわって ， 代歓，幾何をと b あっかう

中学では特K研究し念ければなら3まいものと恩われる。ある調査〈資料2.P 61)によると ，

「小学伎は算数が一番好きのようであるが ，中学生Kなると きらいκをt，特K義務教育且か年で

中学一年生が一番数学がきらいであるりという ζ とは， との調査が・どの程度たしかでるるかは別

として ，療実.中学生は，→生的tωって .数学は得意でないようである。その理由はwろいろ考

えられるが，一つは.生徒の心理的発達段階{乞却応しない指議があるからではなかろうか。本年は

そとに研究の焦点を小さ〈しぼ!1， ~裂いメ ス を入れるとと托 よっ て .5克二次研究係主をできるだけ

多〈実証したいと試みた。 ζの作業仮訟の研究は，直接的には次のととを白的としている。

実証的資料の作成

文字式をつかって解〈文2主題の文字を数字にかきかえて，指導する録作は，よい方法であると

いわれている し， おた その主うにして指導が行~われているであろうが.との指導法を見験的K

研究し，その機能を明らかにし .学習の叙j燕を測定する ζとtてよ b• との指滋法の機能と効果に

ついての実証的資料を作成するとと。
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第二章 文字式をつか って解く文章題の

困難度の検証(予備調査)

文字式をつかって解〈文章題を文字文章鎖， 数字式をつかってとく文章題を数字文章題と ，との

紀要では仮称する。

文字文章題が ，むずか しいといわれて阿るが.それは， 数学文章題と比較してのととであると恩

われる。との研究も，たしかに，文字文章麹はむずか しいというととから出発し念ければ念らない

と考えられるので ，作業仮説を実証する前K，ζ の予備調査から始めることKした。

I 予備調査の目的

1 文字文章題が数字文章題よ bむずかし仰という実証

2 どのよ。うにむずかしいかの調査

乱 ζの調査の結果を本研究 ，1):らびK学習指議ょの芸参考とナる。

E 調査の対象，詳の作成

1. 調ヨをの対象

2. 等質詳の作成

中学校三年生 198名

知能，学力を選準にして ，文字群1)9名， 数字群91)名ずつの等質の二つの

群を作成する。 (資料S.P 61 ) 

E 調査の領域〈調査問舗の内容〉問題の作成

L 調査の領域

宮 問題の作成

本研究と同ーの文字文章渡(計算 ・割合・ 計量〉

次の~ 0題の文主主題を作成した。

文字文章題 ( A 1 )を 10題.( B 1)を lOfiJjあわせて 20題

c.資料 LP 49 ) 

数!'j.:~丈宣言題 ( A 1 1 )を 10題， (BI1)を 10題あわせて20題

(資料 LP 5:3 ) 

(Al)，(Bl)の文章題は，それぞれ (All).(Bll)の文主主題(IC，1間対l聞に対

応しているが ，問mの条件K.文字と数字のちがいがある。

W 調査の方法

文学群に文字文章JHiを，数字群K数字文主主題のテストを笑砲し，結果を集計，検証したのが次の

図表である。

V 図表
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図表 1 数字文革閣と文字文章題の得点の精差倹定と通過率比較表 f;;・41Efお86) 
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数字文議題と文字文章題の通過率の差の比較図図表3

圃.
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図表4 数字文主主是認と文字文章鐙との能力男IJ0 . 
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図表S 問題の困難度別 .生徒の能力JJIJの通過率一覧図

φ 

関自
Al AIl 
81 811 

位難
-、w

問題の悶罪震度別 生徒の能力JJlJ

図表の鋭明

照表1.

(l)x2 テストのらん 括狐のあるのは ，逆K文字文章婚の遜過本が高加もの

×印は 5%. XX印は 1・%の有意水量揮で有;怠g去のあるもの

00印は ，逆{に，文字文章麹の通過易自治E高<， 1 %で有怠差~9 。

(2) r 1 .l'lは ，AI，BJの問題。得点と J All.BIlの問勉I<D得点。倒関関係〈資料4PS8) 

r 1.11-1は .Al J Blの問怨の得点と ，A】JJ B 11より AI.B】I("引いた得点の盆とのf自関

関係

( 3 ) ~L'lJIliの順位は ， 文字文章f[lj (AJ ，B 1) の通過患の高さによってきめられてある。

図表 1

(1) 実線は文字文章鑓 ，点線は数字文章題の通過準である。

(2) r 1.11ば .A 1， Blの得点と Al1 ，B 1 1:Z)得点、との相関

切 問題別のらんで ，?とるるのは J AIとAlIの問題の 1番という鰍である。

関表 a

(1) 実線は文字交意思 (Al.BI) の通過率である。

(2) ~線は，数字文章Iliと文字文章.;æの ， それぞれ対応する問産自の通過具鮮の差をあらわしたも

のである。つまり.Al1・AJ又はBlト BI~在意味するのは J All (数字変意書置)<D J暑の通

過~é • それK対応するAJ(文字文章題)の 1 番<D i昼過$の愛である。

一-8一ー



同点、線のi歳過E院は右側のパーゼン トであるが ，当然，マイナスが出て〈る。

図表 4

(1) 関衰の上段は得点数.下段は得点の百分率であるc 問題数は 1人 2噌ぎであるから F附%の

£答-t;:ら， 2 0かける人数倍のf尋点、になるわけである。

(21 五段替の学力は学校の酬である。

凶表 5，

(1) 図表 L 図表 4含まとめた ものである。

円 調査の結果の解釈

1. 一般的な解釈

ζの調査~よって，次のととが一般的にいわれると思われる。

(1) 文字文言主題は数字文書主題よりも，たしかにむずかしい0・ (J%の危険率で有怠釜石);>~ 0 ) 

(2) 文字文章題と数字文章題の遜過E鮮の差は.

困難度φ高い問題ほど大 きい。 (r'l，Jl -J=-(16， 8ゆ

但し ，やさしい問越(透過率が 70%以上)は.文字文章題の通過皇制改数字文章是置の通 .、

過率より高い。(2.1I2%--U08%)

生徒の能力別では，上位滋より中位若手 ，中イ立群より 下位若手が大きい。

(差拡，上位訴8.6 4 % ，中{企郡 J a. 9 iS~も ， 下位若手 1 4. 73%)

(3) 文字文章題の通過言与に差がある。 ( 9 3.(j~ら→ 1 3. J .:;:，) (資料 8P 70) 

(4) むずかしい文字文尊重題は，数字文主主題でもむずかしい。 c相関係数 O'，68s)

2. 特殊な場合の角噸

ζの調査でa， (AJJ・Aけまえは， '{'BJ J・BJ)が，マイナスにな ゥているもの〈数字文章

憾の遜過不が高¥/'0 )が， 4題あるが ，そのなかで有意念愛遂のある 2魁事.，とりだして今析し

てみる。 (00印のある問題)

AIIの6番とAlのq昏

@の間殺の通過率の比較(問題は資料 1Pp 3) 

生徒の能力別 Al 1 Al Al]-Al 

上 位霊平 6，9.・7 J 0 0. 0 一-:l(). (1 

t.t 位群 6 (). g Il 0. 0 一-2且 4

下位 郵 1ι2 4 8. 8 一-a a 1 

計 4 8. 5、 80.8 一ー・a2. 3 

l竃方体のt本積を求める問題で.iE~は， A1Jは， 2生X5X6X7，Alは，

24.abc 
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BJ】の 0悉と Biの日;番

⑥の問題のi遭遇犠C比較〈問題は資料 1P (; 4.) 

住徒の能力別 BJ ] BJ Bn  -Bl 

上位務 9 S. o 1 U '0. ¥) 
一 札 1

中位君草 <; 4. 5 8 2. 5 ，‘ 
一一 2 8..0 

下位若手 3. ¥) 2 0. 7 一-J 7. 7 

計 5 札 5 69.7 ー-1 S. 2 

.2 .... 

幻仰の面積械める問 題で 路札 BII 札 ]27t: . B1は，っー

である6

以上は， 2題とも ，公式そそのをき活用すれば主い問題で，公式をよ く記憶して》り ，文字の

使用にもなれてかつて，文字文章-趣のカマタ ，わかりやすかったものと忽われる。

また ，問題自身』て疑問があった。 BIl・の a番は，叉尊重題にも，答にも ，.7t:という文字を{変則

しであったこと lf~う る。 正答のπ と凶う文字の考委書万~. よ〈なかった。

四 調査の結果と、実験研究の参考察項

以上の調査は，との実験研究(1(，電要な参考資料をあたえて〈れるむ

1. 文字文君主題において、文字を数字におきかえて指導すると、。どのよ;うに効果員ヲであろうか。

(1) 一般的lそは，効果的である企いわれるであろう。一一一童文字文章鎗の通過率は， 1 Z %も高

<. ，文字文章鰭との通過率κ有意な 差があるJ

(2) むずかしい品鳴(~ 0 %以下の通過率)には，非常に有効と患われる。-38%.通彦劉島、

(3) やさしい問題 (7II %以上の遜渦務) I乞対する効果は ，うたがわしい。 -2筋蕗~料凪~

( 4) 土佐徒の能力段階~IJ~てみる と，上位欝より 唄位欝， o::fコ位群より 下{立群lて，より効果的である

と患われる。一一それぞれ a輯 4%，]3.9 8% ， J 4.73%数字文章患の通過率が高〈在 .

司ている。

2. 文字文章題の練習の段階では 数量関係等の指導がより重要であると考えられる。

(1)文字文章燥の通過率に愛がある。一一一一- 93. 9 ~ら→) 3. 1 % 

(2) むずかしい数字文案題は，文字文常題でもむずかし11'>.--ー伺関係数0.6 ~ !l 

(3) (A，l)ー・， (Bl)の問題は，むずかしい問皇室ほど，文字使用ザt財り事.，より:理解し， より

念れていなければならないというととはない。

・イ4) したがって，文字概念のJ.1i[絡の深さの問ーの生徒κ，(J)がよび(2)の結果があるというとと

は，数量関係等の難易K.その理由があると考之られる。(資料 8P 7 () ) 

3. .文字文意題の分類と、ーその考え方

との文字文潅題は， 2 (I績で， 9 {)人に解答させiてあるので.全部で.2 0趨X9 9 ()¥.) 

= 1  1) 81)趨あるとする。 ζれを:1つの群vc分類して，一応次のように考える。

一-1 0--ι 



(1) A苦手

文字文殻燭の正答数12 2 Kは，文字文章題としては ，やさしい間宮重であると考えられる。

とiI-をA1.俸に隠する問題とする。

tZ) 8群

数字文章;¥iJe:> J主答数 1.( 6 IIから，文字文章患のlE1t数 12 2 6唱をひいた包括 7(r.B設比属する

する問題として， ζれは，文字の伝統~1.tぐすれば解答可能t恩われるので.むずかしさがcp

{立の間態1とする。

(3) C訴

文字文章縦の全部の問題 1 0 8 0から，数字文滋錨のiF.答数 14 0 Sをひwた残りの5 1 7 

の開通念 ，むずかし〈て ，文字の紙抗をな〈しただけでは，解答でき念いと考えられる。とれ

安， Cll草tt:属するR鳴とする。

以上でのベたζ とを換言すれば，文字会数字~L;j:;>きかえて考えるという学習態度(心的傾向)

は ，A併に隠する問題はな〈てもよVl， 8群に属ナる問題俗語bると解答できるjiJ能除は大重

加。 C群i'L属する問Jmr.t.それだけでは解答できないということ作なる。

， . 
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第三章 第二次研究の作業仮説の研究計画

作業仮説

文字式をつかって解〈文章題がわかり t亡くいときは，文字~かんたん1.i:数K会脅かえて考えると よ

ν、。

E、 研究領域

1. 文字式をつかづて解く文章題

2. 計算、数量関係、(割合)、図形(計畳)

E 研究対象 中学校二年生

W 研究期間 昭和 37年度

V 研究方法 比較若手誌による実験的研究法

思考力を向上させる学習指導法は ，児童量生徒の思考過程宏基盤止して樹立されたものでなければ

なら左いと考えられる。 ζζで検証しようとする学習指導法は，作業仮説vc基づく意閥的な学留指

導法と ，現在普通一般 K行左われている学習指導法と令，同一条件のもとK学習指導を展開し。

児童生徒の学習活訟の実際をとらえ，その学習効果を測定して両者を比較し，仮説~検証し，とれ

らの実証的な資料K基づいて思考力を高める学習指導法の理論を稽成して，現場での学習指導改善

のための参考K供しようとするものである。

1. 研究の順序

(1) 実験的学習指導を展開するにあたって，実験群と統制群の 2群含編成し ，2群比較群法K

よる実験的研究奇計画する。

(2) 実験的学習指導開始直前K指導前テスト(予備テスト)を両群ともに実施する。

(3) 実験群は，仮説に基づ<)思考力脅養成するための;意図的な学習指導計画による学習指導法

を実施し，統制群は一般K行なわれて1ハる普通の学習指導法奇展開する。

(4) 実験的学習指導過程Uてかいて ，生徒の学習過程，特1'(，思考活動を詳細κとらえる。

(5) 実験的学習指導終了直後，指導後テスト(終末テスト)を実施し，指導前テスト(予備テ

スト)と比較するととに工り，学習の一時的効果令測定する。

(6) 必要に応じては，把持テスト安実路して学習の永続的効果含測定する。

(7) 実験実施期間中にがいては，学習指導上の問題点を発見すみよう努め，仮説全修正増補し

てよりよい指導のありかえについて造究し，学習理論構成のための資料収集K努める。

2. 条件の統制

糾学的な実験的教育研究法のS要件は， (1)慌見の樹立 ，(2)条件の統制， (3)合理的な測定方法であ

る。等質の二つ以上の辞1'(，同ーの刺激安 与えたら同ーの反応をするという立場K立っ寸首われゐ
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比較可能なザ件を作bあげるととが大切であ!?， I時間 ， 場所，教授方法念ど同一環境K;t，~ く と と

が必要条件である。

(1) 等質群の作成

時間，場所，能力などの各国子が等質であるととを要する。そのために ，。知能テスト

。学力テス ト o児童の性格 ，環境調査 。指導前学力テスト(予備テ スト )などを実施す

る。文字文章題のテストの成績を基準とし ，他の因子を参考に して普通学級より抽出し等質群

を編成する。その際 ，能力段階別K上中下位群の編成をして ，上中下それぞれKついての学習

効果の測定をして，それぞれの望ましい指導法Kついての検証をする。

(2) 等質群の有意差検定

笑験群，統制群についての有意差検定をする。

3 評価 測 定

学習指導法(tLついての評価測定は，特に客観的 ，合理的でなければならない。

(1)仮説と評価目標

思考刀を向上させる望ましい学習指導のあ bかた

(2) 等価テス トC作成

学習効衆の測定をするためには，指導前後に行なうテストが等価値でなければなら念い。

(3) 等価の検定

指導前テスト(予備テスト〉と指導後テスト(終末テス ト)(把持テス ト)の通過率につい

ての有為差検定をする。 1問対l問が等価値になるととが望ましい。

4 実験的学習指導

(1) 学習指導計画祭の作成(実験的学習指導過程の構成〉

望ましい学習指導法を構成する。義礎的要素的なものにフいて実験的研究をするための突験

的学習指導過程を構成ナる。(笑験群 ，統制群に分けてコ盈h作成する。〉

(2) 学習指導の展開

実験的学習指導Kついての観察記録をとる。

(31 学習指導過程色分析

(4) 資料整理

5 実験結果とその考察

(1) 学習効果の測定 ." 、
終末テスト〈把持テスト〉を5終結して学習の一時的効果(永続的効果)を測定する。

その際，能刀段階別に学習効果を測定して， 上中下の生徒Kついての学習指講の反省をする。

(2) 学習効果Kついての有意差検定

変量分析法Kよる。

(31 仮説の検討と学習指導上の問題点の発見

授業分析や学習句果の結果よ t.学習指導ょの問題点を発見し・仮説Jてついて検討する。

(4) よbよい学習指導のあ bかたKついての追究

(資料 5 P 63 ) 
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第四章実験 研

_ 0 実験期間 昭和37年， 0月

。 実験対象 中学校二年生2学級

i 実験研究の目的

n今一，

Yし

中学校の数学科K沿いて ，文字文章題はむずかしいといわれているが， との問題解決能力を向上

させるに役立つといわれ.ている ，文字会数字Vてかきかえて考える方法を実験的K研究し ，その機能

を明らかにし， 学習の効果を測定した実証的資料を作成して ，現場での学習指導の喜参考vc供しよう

とするものである。

H 実験研究の概要

実験学級である中学校二年 B学級より ，実験若手 ，統制群の 2群を編成し，2群比較群法Kよる実

験を計画した。

実験群には ，問題解決のために，文字を数字Kかきかえて指導し，困難念問題も図解法をとら念

い。統制群は，文字を数字I'L.，かきかえなくて指導し，困難な問題は.図解し ，時間的余裕をみて

いろいろの解法念取扱う。ζの生徒は ，文字を数字K訟きかえて考える指導はうけているし ，二年

の後期でもあるので ，文字の使用Kは相当なれているものと思われたが，教材としての練習同題 26

問中， 13題は図解Kよって解〈問題Kした。教材も中学一年生以下の程度であるので，統制群の

授業も中学生二年後期の授業としては，普通一般K行なわれるものと考えられると思う。

両群とも同ーの数師が， 5時間あて指導した。詳細は宍践記録V亡かかげるu

学習指導の効果測定をするためK等価テスト (Al ). ( 818 )を作成した。

実験的学習指導の開始前1iL，指導前テスト(A1 )を実絡("実験単元終了直後 ，指導後テス ト

( 813 )を Z群とも ，同時に同一条件でテストし.生徒の問題解決刀を評価した。 その結果を学

習指導前テスト(A1 ) と比較する ζ とKよ!:J，学習の一時的効果を測定したのである。

とれらのととについて， J肢を台って ，以下さらに述べるとと Kナる。(資料 6. P 63 ) 

E 条件 の 統制

科学的左実験的教育研究法の B要件のなかでは ，条件の統制というととが重要な意味をもって仰

る。できる限b正確な妥当念結果を得るため:κは ，徹密な効果測定とともI'L.，あたうるかき'!:Jの条

'件因子の統制を行なわねば，科学的な実験研究はまし得念加。

比較群法の条件の統制!は ，同一環境〈同一時間 ，同一場所，同ーの教授方法念ど H亡命いて，等

質の二つ以上の群tEJ'同ーの刺激を与えたら ，同ーの反応をするという立場に立って行なわれるの

である。したがって.2群の結果を比較する際Vc• 群の差逮が実験のちょっとした手かちゃ，テス

トの操作の際に起る偶然誤差か ，それとも意味のある差違があるかどうか ，充分Kたしかめなけれ

ば念ら念加。

1 等質群の作成

条件統制IJr1.比較可能な条件をつく bあげるととである。とこK等質群をいかjI(1'1=るかが問題
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κなる。同じ時間で，同じ場所で，同じ能力をもった実験群と統制群は，ほとんど等質の同一因

子群をもっていると見てさしっかえない。実験を行なう時Kは，実験目的十てそって ，一体何がと

の場合最も霊安念因子となるであろうかを充分考慮し J決定されなければ走らない。

との研究では ，次に述べるようた，編成等質群の方法Uてよ!J，二つの等質群を作成した。

既lぞ編成されている実験協力校の普通学級中学二年生をそのまま抽せんKょ!:J.実験群 .'統制.

群K切bかえ ，次の因子κよって等質化を試みた。

知能テスト 回研式中学校用田中B式知能検査

学力テスト 教研式中学E(第 5形式)中二用の全国標準診断的学力テスト

学校の評価 第一本期の担任教師の五段階評価

文字文章題テスト文字文章題25題(問題はAlを10題 ，A2を 10題 ，A3を 5題〉

生徒の性格，家庭環境等

S学級よ !:J，各組とも文字文章題テストを基準とし，他の因子を多考Kして ，各 8 0名を抽出

して実験の対象lてした。 笑験的指導VL沿いては.とれらの特別K抽出された生徒を意識酎~区別

せず，普通の学級の中に普通どかbの学習が・行なわれたのである。

2 有意な差違の有無め検定

{JJ 標盟主偏差， 平均の算出

度数分布表から計算する。(OU 獄斗 8 P 61) 

各群の文字文章題テストの結果は次のとかbである。

. 
区 分 A 数 標準偏差(S

実 験 群 30 4.59 

統 制j 群 30 4. 8 2 

(2) 有意差C検定

Fテスト ，eテストを実施した。(例資料 3 P 61 ) 

分 数。) 平 均的|

2 1.1 1 2 (3 1 1，4 ;j II 3 

。23， 2晶57 11，7667 

"'. _ __!_3._2 41_5 7 
l'o =一一一一一ー;;--= 1，101 

21，1123 
F;;(U05)二 1.85 P{IFI孟i.l0 1}>0.0 5 

torI1，7667-11削 88=a2888 ，df=30+日0-2=58
ゾ訂l12砧駒子

30-1 t 0.0 5=1，960 P{ I t I孟且2696}>0.05

Fテスト ，t テストとも危険率 5%で差が~い。すなわち B 群の等質性が証明王者れた訳であ

る。

(3) 知能，学力テスト，学校の評価も同僚にして等質性を証明した。(資料9 P 7 S ) 

W 評価測定

実験的教育研究K拾いて，評価測定は客観的で合理的でなければ念らない。二つの指導法を比較

研究する際V[， 一体どの主うな評価をしたらよいであろうか。評価を考える際vc，先ずテストの問

.- 1 5ー
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題をどうするかが問題である。評価は本来目的的で，第一広評価すべき問題点を明白K意識化しな

けれぽならない。問題点は，仮説の上κのって立てられるもので念ければならない。以下仮説から

評価目標へ句錬作・評価言十函と巡営，及び問題作成，実施とj阪を追って述べるととにする。

1 仮説と評価目標

文字文章題の解決過程Uてないて ，文字を数字Kかきかえて考えるというととは，抽象的念文字

よ.!J，よ b具体的に表現するととKな.!J，思考を容易にし，問題の場の構造を読みと.!?，場面の

分。T' 要素間C関係判断が容易(tC~ !J ;演算決定，関係判断力を伸ばすための論理的思考力が養

成されると思われる。

文字の概念は，たんに文字の指導だけで発達するものではなく，問題解決のいろいろの過程に

珍いて養成され発達すると考えられる。また，文字の概念が発達すれば，どんな難しい問題解決

も可能Kなるというととではない。したがって，文字文章題の指導は，文字の指導と文主主題その

ものの指導が平行してなされなければならないと思うが ，文字の導入過程は，文字の指導は重要

祝されていると思うが，練習過程の文字文章題指導(tC10~いては，文字指導が草子ろそかKされてい

るよう K思う。文字の概念や文字使用の規約が導入の段階でわかったとしても，ぞれはあ〈まで

その導入の段階でわかったのであるというととを明確にしてなかなければな争念い。文字は文章

題のなかの一つの条件であって，文章題が複雑Kなると，そのわかったはずの文字では，その文

章題の構造把握が ，困難になるのである。との文字おわかる心理に即応しな加 ，つま b生徒の思考

の儀態K即応しない指導法が，案外多〈行なわれているよう K思われる。文字を数字K診きかえ

ない指導を統制群K実施したのはそのためである。両群とも文字文章題の通過率を高めるととか

一応の目標である。また評価測定を客観的合理的にするためK，選択注をもち加た。 ‘

2 等価テストの作成

学習指導の効果を測定するためKはく とζでは比較するためKは )，学習単元指導前の学刀テ

スト(点)と指導終了後に笑絡する学力テスト (BlS )とを作成し， (Al)，(B19)が等価値

で念ければならない。 ζ の(Al)，(Bt3)2種類のテスト問題を作成した方法Kついて述べると

とにする。

(1) 問題作成の基準

領域 計算，数量関係(割合)，図形(許量)~て関ずる文章題

基準 小学校四年以上，中学校一年以下(数学文章題を文字文章題K作bかえたものも

ある。)

使用教科書 磐林館，東京書籍.中教出肢

ー (2) 問題数(A1)，(B13)とも各10題とし， 1問対l問が等価値になるようκする。

3 等価の 検定

予備テストとして，最初(Al)，(B1) (資料1 P 4 9)の問題を作成した。

学習内容が既習内容である。協力学校の中学三年生 Z学級9 9名を対象とし，等価検定するた

めの予備テストを実施した。守
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8年 l組

第 1校時

81テスト 3年 B組

8年 B組

第:2 校時

81・テスト 8年 1組

採点の結果 ，通過率の有意差検定を行Zとった。ぞの

結果が ，右の図表 12であるの

図表 12Al B1テスト等価検定京第1次)

受' 問 間 問 df 1 
験 空d題4

1 
題

生 Bt 
徒 . 81 の の 'aO1 ==8S85 
の の 正 正
人

番
答 答

Z20. 05 = 3，8U 数 者 者
号 数 数

99 1 93 08 20.77 xx 
99 z 79 79 ωo 
99 日 79 77 ωz 
99 

ー
68 68 似lO

99 5 80 84. 0.57 
99 6 87 70 &"19 xx 
99 7 23 21 o.I2 
99 8 51 64 3.51 

99 9 28 Zも Q晶Z

99 10 1<1 τl 69.56 xx 

主士 1601626 ωl 

Alテス ト(1)• (6) ， O()， 81テス ト(1). (6) • 00はそれぞれ有意差あ bと認められたので ，島仁上

の8問題を再構成し '.81 2 テス ト〈 資料 1 P 55)として.11年 8組 4・組を対象として ，第

2次予備テス トを笑絡した。 (81 2)の1番 ，a番 ，5番の問題は， (A 1)のl番，6番 ，1 0番

の問題t同一問題である。

(812)の第2次予備テス トの結果が， 次の図表 1<1である。

図表 13812テス ト等価検定表 (第Z次〉

戸Jl.一， 問 左 右 問

験 題
の の

題 x2 
問 間

生 812 題 題 812 

の の ア

徒 の
正 正

の

の 番 答 答 番
ス

人 者 ー者
数 号 数 数 tロz 

101 1 9<1 88 2 La a 
101 s 8.9. 8 5 也 0.66 
101 5 17 17 6 0.00 

第2次予備テス トvcよt，(812)のl番と Z番 .a番と 4番 .5番と 6番は等価と検定され

たのである。次に (81 2)の Z番 .4番 .6番を (B1)の1番 .6番 .1 0番と入れかえたのが

fBl S)の問題である。(資料 1. P 56)したがって .Alテス トとBlSテスト は ，1問対1

聞が等価値にな.!J.また問題全体も等価値Kなったわけである。(資料10. P73) 
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V 実験的学習指導

1 学習指導計画

(1) 指導学年

(2) 指導教材

領域

中学校二年生

文字文章題〈練習教材〉

計算，数量関係(割合 )，図形(計量)

基準 小学校四年以上，中学校一苧生以下(数字文章題を文字文主主題K作bかえたも

のもある。)

使用教科書 啓林館，東京図書 ，中数出版

以上を基盤として文字文章題 26聞を選定した。 (実践記録K教材明記)

(図解1'[よって解〈問題は 26問中 13問である。)

(教材Kは，事後テスト K類似の問題を多くと .!?v>れてある。 ζれは，比較群法ではさ

しっかえないと恩われる。)

(3) 指導者 両若手とも同一教師

(4) 指導時間各 5時間

(5) 時間配当

月 日 曜 校 時 1 Z 8 4 5 ! 6 

1 0舟17日
実験群 i ⑦ ① 

7:1< 
統制群 ⑦ ① 

. 
実験群

1 0月18日
@ @ 

木
統制制群 ω @ 

1 0月19日 実験群 ④ @ 

金
統制若手 ④ @ 

1 0月20日

土 統制j群@

(6) 指導目標 文字文章題(練習教材〉を指導するととによって，問題解決刀を繁い思考力を

高める。

(7) 生徒観 対象の二年生は，文字式，文字文章題の指導を一年有余うけているので ，ある

程度 ，文字概念の理解は深ま!?，文字の使用規約Kも念れ ，文字文章題の解決

力も養なわれていると思われる。なな， ζの生徒は，文字を数字になり北署

考える指導をうけている。

(8) 指導観 文字概念の理解と問題構造の認識とは常('C相関連ナるものである。したがって

.問題構造がわかれば，その文字も理解がふかまると思われる。(仮説と評価目

標の項で詳説した。〉

(9) 指準法 -両群とも問題をよ〈読まぜて ，問題の解き万を自分で考えさせノート させる。

一-1 8 



-解法をいっしょ~考える。

・実験群は文字を数字K訟きがえて，指導する0

・統制群は，文字のまま，あるいは，図解して指導ナる。

.時間的余裕をみて問題の別解も指導する d

・教材26聞のう ち図形K関するものが1 1題あるので ，教材の約半分は ，図解法

をもちM たζ.とKなるか ，他の教材でも，統制j群Kは町能なものは図解する。

2 実 践 記 録

授業の記録は次の通bである。

第1次 ，第 2次は大要である。

第S次は ，詳細に記録 した。

第4次，第5次は第3次と同僚であるgつで ，教材と解法のみかかげる。

実験群 (2年A組〉 統制j群(2年B組〉

1 0月 17日(水)

第 3樹蒋(第 1次) 第 6校時(第 1IJ¥.)ー

問題① 5円のはがき xI'f(と)2 0円の切手y枚の合計はいくらか。

8 

11 
5円 z枚 " 0円 y枚 5円 xtJc 20円 y枚

5.X x + 2 0 X Y 

= 5X+20y 

問題@ 40円のかぼちゃmζ と， 2円のなす見 ζで合計1/:>(らK念るか。

4 0円

2 

11. m， Z円 "と 品。円 mと元 2円

40Xm+ 2X品

V‘・

4 伊 m+2n 

nと

問題③ 現金a円 ，貯金 b円ある者がc円つかった。今凶〈らもって1/:>るか。

l ullU010 
4円 6円 c円

a+b-c 

a円 b円 c円

問題④ あめ玉aとのものbとたべて残bをm人の子供K平等Vてわけたら子供1人平均

v>くつあてにたるか。

1 0 

" a r 

4 3 

bi|||  
と 同人 aと bと m人

-1  9ー
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( a -b ) +111. 
a -b 
m 

定価b円の品物を 1割引で売ると売価はいくらか。

b~ 0. 9 b円

b X 0， 9 

=且 9b 

1 0月 18日(木)

0.9 

第B校時〈第2次〉 第1校時(第Z次)

問題① たてがam.，横が bmの長方形の面積はいくらか。また舟はい〈らか。

面 積

[;… 
a X b 

=ab 

周

一(| ; l:…

a+a+h+b 

=α X2+bX2  

ニ 2( a十b) 

問題@ 右の図の周と面積を求めよ。

-2  0ー

" I'a m 

、 ，、 ，
、 -bm.' --

11 
J 

ベ .[" m 

-- ・・ ー， a 句、 、

'， b -110 1'. 
16 

m. I I ーー.・ 目」 ー.ー ・ 且、 ，
n 1，' 

" 一、 ，
、 ーαー-m'



a+h-n+m+凡 +a-m+b

=α +h+a+b 

=2a+2b 

_ --a-・・， ・， 、，、
命 、

11 1・
2 白ι 、

I1  1 

h I I b 
. I _ _.tn.. 、 I. 
‘ ι 一一 一一一恥 ， . 
止 1:向 上'
ー 『一

、て..-: .-，.， ア
、、m

， 、、 -・.
a 

=2(a+b) 

， __a.__ ・ー

b I I b=4t 

l.o..:・m・ー l 

h同~ Iド，n I 

m 

α 

1110 a+a+b+b 

=2 a + 2. b 

-- - 也 、ー-

-・ 一ー

h 
l' 

=2(a+b) 

1資

n
 

×
 

n
 

'h
u
 

×
 

a
 

国

=ab-mn 

第3次の授業記録の説明

最左側の数字は経過時間(分.)

教師の板稔のらんで

注

(6a-8) 

とあるのは ，前の板舎の 6a-8を利用した窓味

である。新しく板番したのではな凶ィもし ，前の板

番にない記号や文字がそのかっとのなかKある時は

その時 ，新 1/<書き加えたものである。たとえば ，

fn Ae伯)
の次に〔ザー)とあるけは ，

20% 
5 

斗も板番を利用して約分し，但)を委主似た意味

で， ( Jの記号は，板脅したものではない。

- 2 1ー

..，..20と書いた !

したがって ，板替は(

0. 9 

0. 0 % 

0.9 %-2 0 

とるるのは，初め0.9と書き，

% ，最後に次tて

のである。

也 9% - 2 0としてある。



経過

時間

5 

7 

8 

生徒の活動のらんで

P'41 とあるのは教壇K向かつて左側から晶列目 ，前から 1番 目 の 座席の生徒を意味する0・

4設とあるのは・生徒の思考が，混迷，停滞，だまっている状態を示す。

生徒の座席の記号がなくて，返答のあるのは，指名かなぐて，数人が ，自由tて答えたもので .

であるD

統制群 1 0月1B日，木曜，第8校時(1 0時 20分よ!?1 .1時 10分まで)第日次

数 師の仮笹

0.8%+20 

B年B組〈生徒数4 8・人)

教師の活動 生徒の活 動

-プリントml布

・さあ ，とれからはじめましょう。

・①から .P 18さん，よんで下さい。| ・P18 

-もろ一人 .P 1 7:l雪

-はい ，ノートをひらいていますか。

.ノ ートに①と.しましてね，答を考え

て書いて下さい。

(机「却巡視)

-書いた人 ，手を上げてごらん

-よし，じゃ ，えんびつ在おいて

① 定価z円の 2割引で売っ

て 20円そんする品物の原価

はu、くらか0

・P17

① 定価x円の 2割引で売っ

て 20円そんする品物の原価

tまむ、くらカ、。

(信仰リの生徒は何かノートに曾

いているが正しいのは 2 • 3 

人.後列は前列よりE主総がよ

いようだ。〉

(挙手 4 • 5ん〉

• P5 8さんかね。 I. P 58 

-乙う 書いた人，手をあげて

-はい，とちらぞむいて.さあ

・定価Z 円の 2割引で売ったというの

すから定街のいくらで売ったわけで

すか

-そう，定価の 2割引で売ったという

のですかち定価の 8創で売ったので

すね。

・8割ですね ，定価の 8創でうったか

一一22-

O.8x十20

(挙 手 1 2人)

. 0. 8 % (τ.8人の生徒一斉に〕



経過 | 敢闘の板聖子
時間

教師の活動 生徒の活動

-たせばよいか?ひけばよいか? I・ひく

・乙れは昨日やりましたけれども，少

しめんどうですか。

-さあ，その次をやりましょう。

• P16 さん

':::'.，定価 tこ0.8をかけるね。

・とれは(且 8x )はなんです?

.!ii'l価?

.売価ですね。

-定例の 8剖でう ったから， 定イIlfiに且8

をかければ売価ですね。

. l}.とに，そんしたか，とくしたか，ど

うですね?

・売って損したから，それに 20.円 た

せば原価という乙とになるねω

-原価というのはなんだ?

・仕入れたもとのねだんですね。

-それでは ，1割引で 2 0.円，いいで

ずか，前の問題と同じような問題ぞ

いいますから ，

• 1割引で禿ってといったろf可制で宛

ったととになる?

o Ji:価の l剖百|で売ったら 20.円得権

した商品のl原州はいくらにはるか。

↓ |・ど う で す ?

0. 9 

0. 9 x -売価は?

↓ 1・20円得したから

0.9x- 2o. 

13 

-さあ ，その答を曾いて下さい。

(机間巡視)

一一23一一
t-....._一一一一ー

-売価( 1 0人位の生徒一斉に〉

o 1;:1: ~、

• t良した。(一斉〉

-もとのねだん〈一斉)

(大部分の生徒はわかってい

る。〉

o 9 ~tl 

. 0. 9 x 

• P 1 6 

a

。

'

た

で

し

し

ま

。

た

り

う

を

な

よ

日

に

し

に

自

で

数
、
ち

何

る

た

は

あ

っ

・
数

わ

る

②

で

あ

( 6 • 7人;位俊秀な生徒がいる

ょうだ。正しく答を昏いてい

る。玉江~= 6というように
G 

聖書いている生徒 ，ぼんやりし

ている生徒"鉛筆をけずって

いる生徒 ，隣の生徒と話して

い る 生 徒 ， 消 し と む で ， け し

てほかき，けしては書いて."、

る生徒〉



. 

経過

時間
教師の板密

6 a-8 

口+8

口十8。

口+8=6
a 

(sa-8) 

2 0 

% 

ラト 10 

教師の活動 生徒l7.)活動

-はい.聖書いた入手をあげてごらん。 I(撃手 12人 )

・うーと .P 56さん i ・P56 

-もう一回

-ほかに?

・みんI"J;そうですか?

.ゃった人は?

・どういうふうに考えました?

宅わったのは，かけて，ひいたのはた

して，たしたのはひいて 初逆にやっ

ていけばいいわけだね。

・文章にかいであるのを式にかいてみ

ましょうかね。

・ある数に 8ぞたし て

.そしてどうした?

• aでわったら. 6になった0

・aでわったら 6になったね。

・白星ea倍すれば， ζ の数{口+8 ) 

が出てくるね。

・乙の数(口 + 8)が出てきますから

・乙れ( 6α)から 8をひけばよいわ

けですね。

-その次は，乙れと同じような問題だ

1d.o 

-さっさの鈎の人 .P 15君だね。

-さあ考えて

(机閥巡視)

-書いた人?

ーP37君かな?

-プラスいくらです?

-ある数から 1 りをひいて Z 倍したら

ーー24-

4弓:~、. 6 a-8 

• P 56 

6 a-8 

⑮ 

(挙手. 1 2 • 3人)

・わったのはかけた。 (2.3人〉

• aでわった。
4 

• P16 

ある数から 10 ~量ひいて z 倍

したら 20になりました。も

との数はなんでしょう。

( 7 • 8人挙手，解答している

生徒はもっと多勢いる。)

(まだ笛:いている生徒も 7 • '8 

人いる。)

PS7 
20目

一一+10
% 

P31 

1 0 



!経過

但

E・

教師の板番 教師の活動

2 0になった。

-逆にやっていけばいいわけですね0

. %倍したら 20に なったから. %倍

しない前は .2 U巻 %でわればよい

わけだね。

・その前は. 1 Uをひいたか ら ，たせ

ばよいね0

・逆にやっていけばよいわけですねo

([J-l 0) XーI. (閉しながら)ある数から 10ぞ

ひいてお倍したら 2 0になったから

x倍 しない先ほ. 2 0をお でわるね

その先は 1U をひいたから .1 0を

たせばよいわけですね。逆にすれば

よいわけだ。

20XG 

x 

2 0 x 

5 

-さ(Y.)，その次 .P 12さん

-もう 1人 .P 1 1さん

-乙れも考えてみましょう。~あ ， 帳

piiに。

(机関巡視〉

. 

.わかつた人，手をあげてCらん

o P 26さAんJ 

• 4日 ?

・4J3ですか?

-ほかに ? 
.• fd: ~、。

• 5ぶんの 20かける 5

・litヵ、に?

O. fd: ~ 、

• 5点ミパパD 2 0 x 

一一25ー ー

生徒の活動

• P 12 

④ x人で 20日かかる仕事

は 5人では何日かかるでしょ

う。

. P 11 

G) x人で 2.U 日かかる仕事

は 5人では何日かかるでしょ

ろ。

(正解 2 • 3叡j位か官 )

(挙手 S人)

• P2 6 

4日

• P 26 

⑮ 

挙手なーし

• P 13 

20X5 

x 

(挙手なし〉

・P43 (挙手〉

2 0 x 
5 



車豆;l1;¥
教師t7.)板悪事 数 自市 の t舌 鼓l 生徒の活動

時f樋

• f;tヵ、。こ ? 

-ζれと同じ人，手恐あげてごらん (挙手 3人)

-なんもんだいですね。 乙れは仕事の

tt 耳主 間簡ですね，仕事。

-数室の掃除を小勢より多勢でやった

万 が ど う で す ? -早くおわるo • 

-早く糊コりますね，もっとも多勢でも

みんななまけていれば，時間は長く

かかる。

-小動でもみんな一生けんめいやれば -早い

? 

-みんな一生けんめいやったち，数量註

なら，多勢して やった万が，早くお

わるね。

( r時間J -仕事ほ.みんなそうですね。 l可じよ

人数 臼数 うに働くとすると，

す倍
-人数が 2倍になったら，時間は?

1 
2 f音 2 

T -人数が 3侍 に なったら? ....1ー
3 

5 . 5 
-時闘が 4倍になったら，人数は? • 1 

4 4 
4 

-そそうですね，同じ教室を掃除すると

5 
5 

1 
か， 1司じ広ぎの田 畑 を 耕 す と い う 時

n 
n は，おなじ仕事をするときは，間じ

m 仕事ね，同じ仕唱をする時は，人数m 

阿 倍 ， 3倍になれば，日数はす，

÷ に な るo 白数が， 4倍や 5倍にな

れば，人数は， 一41一，」51 ・でいいわけで

すね。

-人数カ{n倍になれば，日数はす』こは

り，臼数がm倍になれば ，人数ほ土
m 

になる。とういう 関 係 を な ん と い い

ます? -反比例

-そうですね，人数と日数は反比例す

るという。

z人 20口 . (板番しながら )x人で 20日かか

5人 仁戸 る仕事は 5人では何回かかるでしょ

つ。

-反比例する時は，乙れ(x )ととれ

( 2 0 )かけたの ，ζ れ(5 )とと

れ口 か けたのはどうだったかね? -同じ

〔MX20白)
-そろ，等しいですね，一定だ。

5人× 口日 ・そうだろう。 2)<;←21-f一51×s，一15 一X5 ;Q， 

一一 26-



経過| 数 師の仮@
吋附

生徒の活動数師の j舌助

x X 20=5定]
20% 
5 

.0 % X 2 0と. 5 X口と等しいから

(板むしながら) .ζ れは(口)

はどうすればでる?

・そうですねo % X 2 0を 5でわる。

・いいでずか。人数と日数は 反 比 例

す る か ら ， 人 数 に 回 数 を かけた数

は一定ですね。だから %X20と

5 X口は等しむ、.ζれ(臼〉を 5

倍レたものが， ζ れ (XX20)

だ か ら %X 2 0を 5でわョ たのが

口というζ とになるね。

・いいかね。

-もう一つ.ぺつは万法でやってみ

よるかね。

Z人 2 0日 I0 %人で 20日かかるから・ 18で

や るには何人でやればよいという

x X 2 0いi 1臼

(同
l人 20X% 

20% 
5 

L 
4

N
ず子

30 

ζ とになる?

・そう .xX20人ですね， ζ れ4告

のぺ人数といいますね。

• 1人でやると何回かかる乙とにな

る?

-そうですね。乙れはのぺ臼数です十

ね。

o 1入してやると 20%臼かかるか

ら 5人してやったら

・そうですね。 20 X x臼を 5でわ

る。

• 4 X 臼かかるというととに江る。

.答は .等 し い わIjですね。

• x X 2 0を 5でわる。

(だいぶむずかしいようだ)

• % X 2 0 

• 2 0 X % 

o 2 0 X Jむを 5でわる。

-その次. 5ばん

• P 2培んよんで下さい。 トP28 

① 1と a円のなし 7とのね

だんは，りんご 10とのねだ

んと閉じです。りんと 1乙の

ねだんは.何円でしょう。

・もう 1入，その前の人 |・ P21

@ 1乙 α円のなし 7ζのね

だんは，りんと 10ζのねだ

んと同じです。りんと iζの

ねだんほ何円でしょう。

」・一一一 一一27一一



経過
時 間

生徒の活動教師の板曾 教師の活動

33 

7 a 
1 0 

-そう。 それも答者吾ノートにかいても

ら いましよう。

(机 飼 巡 視)

• 1;1: ~ '0かいた人?

• P 64君

(挙手 9人〉

• P 64 

7a 
10 

"( a __ _， I 
・とうやった人(板轡のニーを指して)I (挙手 7人 )1 0 -.-- -， I 

・ほかにないか? ， (挙手な し)

7 a .1 
-み ん な と う か ( 板沓の--ーを指して)，・はむ、。(半数位の生徒)10-"-- -'1 

・ほかの人はわからなかったかね。 I⑮ 

・iζa円のなし 7ζのねだんは，ぃ

く らカ、。

• 7このねだんは?

7 a I・ 7かける aですね。 ( 7 aと板笹し

ながら〉

・ 1乙 a円のなし 7乙のねだんは ，そ

れはどうだ ったかね?

・そう。りんと 10このねだんと同じ

だから，とれ ( 7 a )を 10で われ

ば ，りんご Lζのねだんというと と

にはるね。

-それでは，その次，さっきよんでい

ただいた前，

-も う I人

りくゆてみ

一

で

8

ん

。
一
2

ょ
う
ニ

一

回
よ
こ

ー

しこ

う
ま
こ

も
み
一
一

て
二

あ
え
二

さ
考
二

。7a 

-りんご 1 0ζ の ね だ ん と 同 じ

• P 26 

① 談品がはいっているびん

の璽さをほか うた ら xgあっ

た 。 つ ぎ に 務 品 の 士 間 っ た

後びんの重さをはかったらy

gにむった。 聖書っている薬品

の重さはいくらか。

• P 25 

⑤ 薬品がはいっているびん

の重さをはかったら x9-あっ

た o つぎに薬品のすを使った

後{びんの霊さをほかったらy

Fになった。残っている策品

の重さはいく らか。



経過
時閥

重宝簡の活効 生 徒 の 活・ 動

38 

数師の板 ID

川
駄
目

ベ
ヮ
品
川
川
一

(がL問巡視)

• I~ ~ '0ゃった人 ，手をあげてとらん

.先生といっしょにやりましょう。

・先生が ，もういっかいよんでみます

ヵ、ら0

・液晶がはいっ てい るびゐの霊Eきをほ

かったら x&lあった。つぎに繋品の

4ーを使づたら

.射の÷ を使ったから拍こ蛸はい

くら残っている ?

.4ですね。。
・つぎに制付使ったあ部んの窓さ

をほか ったら

.びんのなかにほ泌品がはいっていま

すかいませんか?

・はいっているね。 ど れ だけ?

・びんの置さをはかったらyfj-あった

• y r; 
. ~っている終t誌のm-さはいくらか0

・ζ ち ら ( 絞6・のx9>!e指して)と ，

こちら(板むのy9-を指して〉と ，

どちらが豆い?

・とちら (x lJ )がmむ、。とちら (y 

Ij ) がかる~ '0 

・どうしてζ ちら ( x 9 )がmぃ?

.どうして?

(挙手なし)

-はいっている。

4 

5 

• x c;が mい。

かたっ
告
Mつ

1

一5
をのたつめn

F
 

Z

F
句

-そうo 酬を÷つか ったね。すっか

つてしまったからかる く なったね。

.どれだけかるくむった ?

・どのートですか?

• xのすヵ、るくなったのですか?

・どうです ? i 
-つか ったのは ，何在つかったのです

カ内 9

・諒;品>!e'Oかったんだね。

・どれだけつかったね ? I・4
・なんのすですか? 1・蛸の÷

• xの 5分の lではいね ; 

，・つかった後 ，びんの窓さをはかった i
一-29一一

I
F
5
8
 

ー

τ
z
t
@

-祭品



教師の板谷 ! 数師の活動 | 生徒の 宿 泊

らy9になった。

・どれだけかるくな った ? I . x-y 

x-y i・そう。 xfJひく y9で?ね。

。とれ (x -y) は . ~品のどれだけ

?

ら

も

o

か

か

た

ね

ら

だ

し

す

く

ん

倍

で

い

な

4

p
は

y
ぞ

y
さ

一

y

く

虫

z

一

ひ

の

が

z

p
品

l

一5
は

z

お

'
4

一5

が

る

ね

る

。

?
I
一6
い

す

い

ね

。

の

て

で

て

す

す

口

問

。

う

つ

で

で

怒

残

そ

残

の

-薬品のす

• 4 ( xー y)

-18 I -むずかしかったね?

• 7主宰 ，P 24さん .よんで下さい。

① 男女あわぜてm人いる。

女の÷が中食の用意にむ、さま

した。残っている人数は男女

m人 あわせて n人 になりました。

/弱 主正¥
残 ってい る女は何人でしょう。

tEデー「」一一均 ・男女あわせてm人 いるね
a‘一‘』・-・__/

nA- rn-凡 ・筏っている男女めわせて ぬ人になり

ました。

-残 っている女ほ何人でしょう。 、

-乙 ち ら (n人〉が少く，とちら (m 

人)が多 いね。

-なぜ? -女の人 が土中食の用意にいっ
5 

てしまったから

-乙の 極関税)m-凡のととさ3ところはい

く らです? 1 ・m-n

50 I m-n I .そうo m-n人ですね。

-乙 れ は 女 の ?
l 

.5 
-筏っている女は? ..A... 

5 

-絞 って いる女は? .-1(m-n) 

( 4 (m→)) 
52 I -おわりに し ましょ う。

ー回目ーーー目ーーー ーーーーー_1

一-3日一一



実験群 10月18日ポ濯第4校時(11時20 .分よ T12時10分主で)

響詩!教師の板曾

4 

。8X - 2 0 

0.8X+20 

教師の活動

- 1枚ずつプリン トをくはって下さい。

.それではノー ト母出して

-p、65君 ，1審をよんで下さ(t¥0 

-もう 1人 ，P 17君主

-よ し，それでは答をノー トにかいて

下さい。

(机間巡視〉

-えんびつをおいて，

.さあ，できた人?

-P 38さん

-とのようにかいた人?

.ほかに?

• P6 3主主

-そのほか?

Z年d組(生徒数岳 8 ) 

生徒の活 動

• P 6 5 

① 定価劣円の 2割当lで売っ

て 20円そんする品物 の 原価.

l;J:v、くらカ、。

• P 1 7 

① 定価z円の 2割引で売っ

て 20円そんする品物の原価

はいくらか。

(官官到jに は 全 く 考 え て い な い 生

徒が 2人 ，隣りの生徒と .r，出題

と関係ないと態われる穏をして

いるのが i組 ，他 は一生けんめ

u、鉛鯨をもっ て，考えているも

の ，ノートに密いている色の .

2答は少い。〉

〈撃手 6， 7人)

• P 38 

且 8X - 2 0 

(撃手 6，7人)

• P s 9 

0.8X+20 

〈挙手なし)

-ζのように C O.8X+ZO )か いた

人? I (挙 手 10人 )

.定価の 2割引で宛るという ことは ，• 

定価の何割で売るζ とだ? I・ 8創で売る

・定価といるのはわかりますね? I・l互い

・定価の 8割で売ったわけです。

・定価に 8翻jをかければ .乙れ(仮聖書

の 0.8 X )は ? I・売価( 2 ・3人 一斉 )

.売価ですね。

・定価ーの 8割で売った.売価ですね。

ー-31-



誇趨| 教師の板怠 教師の活動 生徒の活動

9 

-原価 というのは仕入れたねだんで宮ね

・原価は .とれ( n 8 % )より 2U円

高いのか? 安いのか?

・4そしたら .2 U円たすのか，ひくの

か?

・そう.!.li(価は 20円それより尚・いか

らー .2 0円たせばよいわけだ。

・との式( 0.8%+20)が いいわけ

ですね。

・ζ の式( 0.8%-20)は .どうい

うときだ?

・そうですね， 原価より 20円得をし

たとき伝 .売価から 2 U円ひけば原

価が出てくる。

・そ れ で は . 3割当lで売ったら ，売価

• 2 0円高い

-たす

.20円もうけたとさ

0. 7 I は定価の何翻lで売ったζ とになる? I・7曾j

↓ |・定価の 8綱引で廃ったら 20円得を

且 7% 1 した商品の朕骨ffiはいくらか。

↓ |・どうですか? @ 

0.7%-201 ・売価は ? . 0. 7 x 

.20円とくしたんだから

・どうだワ l・ひく。

.そうですね。

・前の時間のように .%円を 100円

なら .100円として考えてみて下

さ量、。

(机関巡視〉

-さ i1b.その次をやりましょう。

(生徒は記帳し ，考える。)

• P 1 6さん，V容よんで下さい。 I・P16 

-や って下さむ、。

(机l閣巡視)

-できた人， 手をあげ てと らん?

• P 27 若

一-32ーー

① ある数に 8をたして .a 

でわったら 自になりました。

ある数ほ何でしょう。

(正答 者は窓側 1列に 2 • 3人
1-1牛且

い るo占す=6と

ノートしている生徒，ぼんや

り していあ 生徒，鈴いては消

し ，書いては消している生徒

大部分はねつしんに考えてい

る。)

(挙手 4人〉



経過
時間

数師の板曾 生徒の活動教師の活動

6 a -8 

口+8

口+8
a 

ao 一一
。。一

↓
+
一
a

口
一
6a  

.ーそうやった人?

、ある量れこ 8をたしてaでわったら 6

になりました。ある数はなんでしょ

う。

-ある数に 8をたして

.そしてどうした?

• aでねったら唖になった。

• aでわったら 8に怠ったから， ζの

数〈口+8)は 8ぞ α倍すればよい0

.。をa倍すればとの数(口+8 )に

6-a-8 I なる。

・との数( 6 a )から 8をひ けば，こ

の数(口)になるね。

・とれ(a )が文字のためよくわから

なかったら ，ζ れ (a )を ・，簡 単 な

叫数 ， た と え ば . 2とおさかえて考え[で]

( II a-8) 

15 

てみましょう。

・口+8を 2でわったら 6になっ7とか

ら 6を 2倍すれば.乙の数(口+め

になりますね。

・いく らだ?

・ 8を 2倍して 12ですね。

・乙の数(口)は 8>:eたしたらいくら

になった?

• 8をたしたら 1 2になった から 1 2 

から 8をひけばよいね。

・そういうふうに考える。

• aでわったら 6にな ったから 6を a

倍 (-6aを指して〉する。

• 8をたしたら，乙ろ( 6 a )江った

から. 8ぞひく。

・逆にやっていけばよいわけですね。

-次，その前の人，よんで下さい。

• P 27 

・"6a- 8

(診手 14人)

• aでわった。

.12  

.12  

• P 1 .~ 

⑦ ある数から 10 t.tひいて

x倍したら 20になりました。

もとの数はなんでしょう。

一一33 -



経過| 教師の板書
時 間

教師の活 動 生徒の活 動

1 6 

2 0 • 
ーー + 1 0 Z 匂

口-10

(口-10)X% 

0-1の)(%= 20 

20 

% 

4 

2+10  

け):I~"]

-さあ ，君考えて，

(机問巡視〉

-はい， できた人?

• P 22さん

・P2 S君

-プラスいくら?

9
・

人たや

て

0

ひ

ー

を

日
二
男

1

ぐ

ら

り

か

通

数
の

し

る

と

よ

あ

. %倍したら

• 2 0にほったから

• x倍 したら 20に な ったから.X fffr 

しない前ほ?

-劣 後 20でわればよいわけですね。

.その官官ほ 10を ひいたんだから 10 

をたせばよいね。

(挙手 5人〉

⑮ 

• P 2 S 

20 . 
一一 +10

3巴 E

• P 23 

10 

(挙手 5人)

• X を 20でわればよい。

• X という文字が あって ，ζ の問問が

よくわからない場合は.%のかわり

にかんたんは数. 1)なら 5とおい て

みて考えてみましょう。

・5倍したら 20になっ たから. 1)倍

しない舵はζ の数 ( 口- 10 )はい

くらになる ? I・4

・そう。 20を 5でわって 4ですね。

・10をひいたらいくらになった? I ⑮ 

• P 63君 | ・P6 3 

• 4ですね。

・10をひいたら 4になったからとの

ー数〈口)は ，1 0をたせばよいわけ

だ。

• x倍した 20に なったかの ，2 0を

10 
zでわる。 10をひいたら7 にな

ったから 10をたず。

4 

一-34-



経過
時間「 教師の岨王位 住徒の活動教師の活動

20% 
5 

人
x ~2 0 日

11・/
4人

5人→仁]臼

l入 20X4(時

2 0 X 4 

5 

-逆にやっていけばよい。

・文字があってよくわからない場合は

文字をかんたんは数にお さかえて考

えるとわかりやすいでしょう。

-はい iその次 .Pl ~さん |・P14 

@ %人で 20 臼かかる仕~

は. 5人では何日かかるでし

-もう 1人 .Pl 5君主

-乙れも考えてみましょうo ldぁ，ノ

ーー ト』こ。

(机閥巡視)

-は~， .やめて，

.わかった人?

• 1;): ~、。

? 

・ζれぞのべ人数といいますね。

• 1人してやれば 2 0 X 4日かかるか

ら. 5人してやれば?

・そうですね。

. %人でやると 20日かかるから， 1 

志

向

b

一一?一一

ぺ
ば
一

の
れ
一

と

や

一

る

て

一

や
し
一

で
人
一

人

5

一

同
一×一

-そうかいた人?

・ζ れほ尽かなかめんどうですね。わ

からない時は文字を数でお さかえて

考えてみま しょう。

• x人を何人にしますか?

・x人で 20臼かかる。

・4人で 20日かかる。

・5人でしたら何回かかる0

.とれならわかるかね。

・1人してとの仕事をやったら何日か

かる?

・そう。 ζ れ径のぺ回数といいますね。

1日 20Xω |・ 1日でやるには，何人でやればよい

1-ー一一一一一ーー

ょう。

• P 15 

④ Z 人で 20日かかる仕取

は 5人では何回かかるでしょ

う。

(正解 7 ， 8人か?) 

(挙手 5人〉

• P 44 
20..% 

E 

(省主手 S人〉

• 4人

4 X 2 0 
・-5、

• 2 0日 X 4ニ 80臼

• 4人 X20=80人

• 2 0 X 4→-6 

• 2‘o日 Xx

-それを 5でわる。



経 過 | 教師の板害
時 間

29 

a 0 

a 4. 

↓ 
20 X% 20% 

5 5 

7a 

1 0 

教師の活 ・ 動 生徒の活動

-そうですね。

-その次・よんで下さい。 P1 S 君 I • P 13 

，もう 1人 P 12，さん

-そう。はむり書い て み て 下 さ い 。

(机閥巡視〉

-やめて。さあ，できた人?

• P 38さん

・いくら?

.ほ;ヵ、4ζ?

.. P4 4._さん

・10ぷんの 7a 

・ 7aというのは?

・なし 7とのねだんですね

・とれがりんご 10乙のねだんと同じ

というのだから 10でわればよい0

• a円を 10円なら 10円としてノー

トにやってみて下さい。

・その次. 6ばん .P 1 1君

-さあ.考えてみて下さい。

(机閥巡視)

@ 1乙 a円のなし 7乙のね

だんは.りんと 10乙のねだ

んと同じです。りんご l乙 の

ねだんは何円でしょろ。

• P 12 

⑤ 1乙 a円のなし 7このね

だんは，りんと 10ζのねだ

んと同じですo りんご I乙 の

ねだんは何円でしょう。

(挙手 4人〉

.• P 38 7.a+50 

• P S 8 ⑮・

• P4 4. 
7a 

10 

-なし 7乙のねだん(数人〕

(生後記帳しながら考える。)

• P 1 1 

① 療品がはいっているびん

の置さをはかったら %ffあっ

た。つぎに薬品の÷制官た

後，びんの重さをはかったら

yC;になった。残っている業

品の重さはいくらか。

・1;;1:ぃ。ゃったメ・手を上げてごらん。Ic挙手なし)

・先主主といっしょにやりましょう。

・先住が，もう 1回よんでみますから。

吋 薬品がはいって いるびんの霊さをは

かったら xIJあった。つぎに薬品の

一-36一一



経過 l 敏師の板侵害
時間

生 徒 の 活 動教師の活動
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I 120 10 0 1 

I 11 11 I 

I Z - Y I 
1120-100=201 

士をつかった後， びんの目安はか

ったらYCJになった。幾りている液

晶 の霊さはいくらか.

・築品がはいq ているびんのmさをは

かったらlI'CJあった。

・つぎに薬品の÷をつド た後，びん

の重さをほか9 たらyCJになった。

.4というのは，なんです?

・?をつかったわけですね。

• z CJというのは，なんです。

• P6  3君

-つかった薬品の量

ι P6S 

っかわないうちのぴんと業品

の重さ

-薬品をつかわない 前のぴんとやくひ

んの王室さですね。

・業品の÷ ぞ つ か っ た ら? I・YCJ

・ζ ちら( '" )とこちら( y )は

どちらが霊いですか?

.どうして?

・そう，ーとちらはつかったね ，とちら

はつかわなむ、。

・どれだけつかった?

.なんの?

・どれだけ闘方司はへっ たろうね。

・そう ，xCJ-yCJだけへったわけで

すね。

・伺をき いているのですか?

う

て

ど

え・カ

あ

き
さ

お

さ

字

震

数

の

・

品

は
築

時
る

い

い
?
・
し

て

う

か

つ

ろ

ず

障

問

だ

む¥
J
E
ll
i
--

みましょう。

• x CJを い く ら に す る ?

ー 1 2 0 f}ず るかな

• y ffは，乙ちらはか るくなったから

1 0 0 f}にするかね。

-どれだけ少く な ったね?

・どうして 20 f}だ?

・そうですね ，1 2 09-から 10 0 f} 

7，eひく。

• TJ:ぜ 20 ff少くなったのかね?

.何の÷?

・震っている 濃 品 は ?

• xが霊い

-ま だつかわないから

1
-5
 

の

y

口
問

一

ー

τ業
第

-残っている薬品の室主主主

@ 

@ 

• 2 o-f1-

・12 0 f}から 10 o' fJをひく

F

りかたつ

ら

か
か

っ

た

を
つ

1

一5
か

の
つ

品
ー一5隷
4

一5
- 37-



護議| 教師の板書 教師の活動 生徒の活動

. 
. l!!主っている薬品はすあるわけですね

.残っていあ薬品の目方は，どうすれ

ばよい? I • 4倍すればよ いo

4( 120-100) I・そうですね，すが 20 IJだから・÷

は，それを 4f脅すればよー、。

・xIJあるの径÷つかったからYIJに

なった。何9 少くな告たかね.~ I・x-y

，そう ，x IJからy'gひいたx-y IJ 

だけ少くなったわけですね。

・それは，書道品のどれだけの目方です

(x -y) 

(4(X-y)) 

4l 

男男

女女

の

?
も

は

た

き

し

ず

箆

倍

で

?
の

4

う

は

品

在

ど

盤

毅

y

ら

る

る

一

た

-u

b

z

っ

て

て

・

だ

・つ

つ

ね

1

一7

銭

浅

す

・

，

z

の

ら

で

ね

が

崎

品

か

う

す

れ

い

U

?

薬

だ

そ

で

乙

P

をのたひ

ね

を

す
y
で

ら

け
か

わ
z

b

 

。

よ

ね

ば

す

れ
で

す

次

う

倍

の

そ

8

そ

-はむ山よんで下さむ、。

!主主、

-そろ。男女あわせて間人いるね。と

m入 n人 +1 ころが・女の÷が用食の用意にいっ

た。

5 
.A... 
5 

・4(X-Y)

• 'P6 S 

8倍すればよb、。

• P 27 

① 男女あわせm人いる。女

叶内食の用意にいきまし

たので，浅っている人数陥男

女あわぜて n人になりました。

浅 9 ている女は何人でしょう。

-乙れ(m人 .n人)は.男か?女か

.~ I・5習も女もいる0

・そろ。男女あわせた人数ですね。

・女寸が中食の用意向つたから残

っている人数は n人になった。

・とれ (n人〉は残っている男と女の

人数ですね0

・浅っている女は何人でしょう。

・さあ，みんrJ.考えてみましょう。さ

っさと同じ要領で，

〈机間巡視〉

ー-38-



iFll::: 
教 gilJ の 活 動 生徒の活動

-はい.ゃった人?

_' P6  7君 .P67 "-(m-n) 

.、さっさと向じですね。

. 

4 3 11 m人
1 

-ζれを 5 0人とする。n人 τ
11 

" " 
-女の÷がへったので・何人へったに

60人 46人 5 したらよ b、かね?とれ 4 5人にして

みるかね。男女あわせて 50人いま

したo 女の÷が中食の用意にいったc

4 5人になってしまった。伊食の用

主主にいったから人数は少くなってし

まうわけですね。

" 5 0人から 4 5人ひいたのは? -女の_!_

-残っている女は?
・4 5 

-÷が 6入だからすほ?

5 

. ，5人を 4倍する。

-女の÷何人だから .4倍すれば残

っている女の数になるわけですね。

-男女呂志わぜてm人いた。とζ ろが，

女の÷が申食の用意にいったから n

人になった。少くなった人数は? 1 "~-n 

-銭っている女は手。だからそれ(m-

n )を 4倍すればよいね。

-男女あわぜてm人いましね女のす

が中食の用意に行ったので筏ってい

る人童文は n人になった。浅っている

女は何人か? 1・2 (…〉

-そうですね。

-おわりにレましょう。

1 0月1.9日(金)

て以降は同様であるので，文字による解法のみをかかげる。)

第S校時(第岳次) 第 Z校時(第也次)
(実験群) (統制群)

問題① タンクの注水口からP分間注水したら注水する前よ .bqClli高 <t.::.bましたo 1 

分間平均何開高〈なったでしょう。

.qc:m P介

。-+-P
q 

p 

問題@ 1 0位の数字かa， 1位の数字かbであるこけたの数をあらわすのVC，abと

すれば ，a X bを意味ナるから不適当である。との数は 1.'0a十bであらわすか

一-'59-



よい。それでは， 10位の数字がm ，1伎の数字かnである Zけたの数はどうあら

わされるか。

1位1 0位

品m 

1 0 xm+n 

1 0 m+n 

縦 ，横 ，高さが ，それぞれacm，也仰 ，c仰の直方体の体積を求めよ。問題@

=a b c 

底辺がmcm.高さが ，hcmの三角形の底辺を ncmだけ大きく したら面積はどれ問題@

だけになるか。また面積はどれだけ大き〈なるか。

、 ，
、、~ー皿 _-- --n.-

'n

、.J-

×

n

一

)
+
一

n

m
一2

十

(
一

m

h
一一一

面積はどれだけ大きくなるか。

nxh+2  

hn 
z 

一-40-
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1 0月19日(金〉

第 5校時(第5次〉
(実験群〉

第 8校時(第5次)
(統制j群〉

問題① 高さ 22cm，上底26 cm，下車40 cmの台形の下底をmcm長〈したら面積はど

れだけκなるか。

0
6
 

1
』

t
'
i
・'』
l
t

o
b
 

，
 

，
 

d
 bn 

O
4
 

• 
、、

- 40+皿_-

( 26+岳0引π)X2 2-+-2 

=( 6 6十m)Xll

問題@ 高さかhcm，上底がmcm，下底がn仰の台形の上底をPClllみじか〈 したら面積

は凶くらVてなるか白

-m-P:ーも__ oP 
¥トーみ一一物多

h: 

" 

ー- n. (時一P+n.)XJ.←←Z 

h(m-P+処)
z 

問題@ 右の図の面積と周を求めよ。

面 積

、、

- n.cm 
acm 

ー・ー 』 ー、ー
bω1 a 

n
 

×
 

m
 

'
h
u
 ×

 

d
a
 

'o 

=αb-mn. 

周

一-4 1-



a 

一ー - b 

-71.--

， ， 

a 

、 、、‘ ー一ー _ b---- -_- 2a+2b+2m 

= 2 (α+h+m) 

問題@ a円の商品を 2割もうけて充bました。もうけは凶くらでしょう。叉，売価

はい〈らでしょう。

もうけ a円 0. 2 

aXo.2= o.2a 

売価 a X ( 1 +也 2) 

= a X 1.2 

= 1.2 a 

3 指 導 後 の 反 省

(l ) 生徒の個性 .能力がよくわからな凶とと もあって ，最初K問題を読ませ，生徒K解答を考え

させてノ ート K記録させた。とれば生徒を理解するととK大いに役立つた。

(2) 教材の領域が広いのす， 一つ一つの問題をわからせるのK苦労した。基礎学力の弱凶生徒K

基礎から教える ζ とは，ほとんどできなかった。

(31 数学的用語tてついての理解が，ふじゅうぶんで ，題意の理解ゃ ，立式の際K種々困難を感じて

いえようである。

(4) 両群を公平K指導するととは念かなか困難であった。 しか し授業時間全体を考えると ，両群

を平等vc指導したように思われる。

W 実験結果とその考察

実験結果とその考察

実験群と統制群の指導前後にお、けるテス トの結果は次の図表の通bである。

-4  2ー



図表 14 実験群の指導前後学力テス ト集計表 (0印正答 ×印誤答)

能 生
徒 指導後テス トBlaの問題番号 iBu 指事前テスト Alの問題番号

Al (BrA 81γAJ2 
7J 

氏名
jJU 1 2 11 4 5 6 7 8 9 10 1 2 司 4 5 6 7 8 9 10 

~ 0000000000 10 OOOxoooooo 9 l 1 

上 ν、0000000000 10 OOOOOOOOxx 8 z 4 

う 0000000000 10 OOOOOOxxOx T 甚 。
え xOOOOOOOOx B OOOOOOxxxx 6 z 4 

位
まず OOxxOOOOxx 6 OOOOOOxxxx 6 。 。
か OOOxOOOOOx 8 OOOOOoxxxx 。 2 4 

き OOoxOxOOOx 7 OxOxOOxxOx 5 z 生

〈 OOOOOOOOox g OOOxOOxxxx 5 4 16 

群
け OOOOOOOxOO 自 OOOOOoxxxx 。 8 9 

と 0000000000 1 0 OOOOOOOxoo 9 1 1 

計 o 10 II 7 10 9 10 9 9 5 87 10 9 10 7 10 10 11 2 4 2 6 7 20 5 0 

さ OOOoxooooo g OOOxOoxxxx 5 4 16 

中 し OOOOOOxOx x 7 OOOxOOXOxx 。 1 1 

ナ OOOoxxxxxO 5 OUOoxxxxOx 5 。 。
せ xOXOOOxxxO 5 UOOOxxxxxx 4 l 1 

位
そ OOOxxxxxxO 岳 。xxoxxxxxx B z 也

た OOxOOoouxu B 。xOxxxoxxx 8 5 Z 5 

~コ xOxOoxxOxx 也 。XOoxxxxxx 8 1 l 

つ OOOOOoxxXO 7 。xxxOxxxxx 2 5 25 

群
て OoxxxoxxxO 也 OOOoxxxxxx 4 。 。
と OOxOOOCOOx B 。xOOxxxxxx a 5 25 

言十 8 10 5 8 6 7 11 5 2 7 6 1 10 5 8 6 :l 2 1 1 1 0 a 7 2也 08 

在 OOxOOOOOxx q xxxOOxxxxx 2 5 2 5 

下 i'L xxxxxxxuxx 1 。xxxxxxxXO z -1 1 

ぬ 。xxoxxOXOx 4 。xxxxxxOOx 3 l 1 

ね xOxXOoxxxx a xxoxxXOxxx 2 1 l 

位
の xoxoxxxxxx 2 。xxXOxxxxx z 。 '0 

は 。xxOOOxxxx 4 。xxxxxxxxx l 2 也

ひ XOxxxxxxxx 1 xxoxXOxxxx z -1 1 

，ふ 。xOxOOxoxx 5 XOxxxoxxxx Z. 自 9 

群 ........ oxxOOcxxxx 4 xxxxxoxxxx 日 9 

11 OxXOxoxoxx 也 。xXOxxxxxx 2 也

i計 6 4. 165C2410  直也 5 1 2 2 211 1 1 1 1 1 9 55 

合計 211241520 Zl 2Z 15 18 1212 182 25 15 20 15 :5 ~5 -5-: ~ --:--， ~-2-:--i -59-' 201l 
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図表 15 統制群の指導前後学刀テスト集計表 (0印正答 ×印誤答)

古包 生 指導後テスト 813の問題番号 指導前テスト A1の問題番号
刀

徒氏名 8'12 
Al. (B1S-A1う(813 -A1);! 

iJU 1 2 3 昏 5 6 7 8 9 10 1 2 日告 5 6 7 8 9 10 

ア 0000000000 10 0000000 X X >< 7 8 9 

上
イ ooooooooxo 9 oooooooxxx q z 4 

ワ 0000000000 1.0 。xoooooxox T a 9 

エ ooooooooxo 9 ooooooxoxx 7 2 4 

位 フ十 ooooooooxo 9 ooooooxxxx B 日 日

tJ oooxxoooox 7 oooooooxox 8 -1 1 

キ ooxxxxxxxx 2 oooxxoxxxx 也 -2 4 

群
ク O()XOOOXOxx 6 ooxooooxxx 6 。 。
ケ ooxooooxOx 7 OOOOxOOXxx 6 1 1 

コ OOXO{)OOOxO 8 ()OOX X()XOX X E 自 日

言十 1010 6 S 8 1). S 8 4 6 7 ? 10 9 9 8 7 10 s 2 2 0 6 O 14. 

サ OxOxOxxOXO 5 xxOxxxxOOx 3 s 

中 シ OOOOOOxxxx 6 ()xO()()OxxOx 6 。 。
ス ()()xxxOxxOO :; OuOuOOxxxx 。 -1 1 

セ 。xxxxuXOxx 3 OxoxOOxOxx 5 -2 も

位
ソ OOuxOOxxxx 5 oxxOuOxxxx 

ー

l l 

タ ()oxxoxoxoo 6 OxxOO()xxxx 4 2 也

テ OOXOO()XXXX 5 OxOOx.Oxxxx 生 l 1 

ツ O()Ox()OOxxx 日 OOOxOOxxxx 5 1 1 

群
でT O()XX()()XXXO 5 。XOXX()XXXO 生 1 1 

ト O()XOOOOX()X ? 。xxOOOxxxx 岳 日 9 

言十 10 8 4 11 8 B :! 2 O 4 5 11 9276790221  45 8 21 

ナ xOXXOuOOXX 5 。xOxx()UXXx 4 l 1 

下 一 OX.XXXXXXXX 1 ()xxxxxOxxx 2 -1  l 

. ヌ xxOxx()XXXX 2 ミ xxOxxOx()xx 日 -1 l 

不 xoxxoxxXCx 3 xX(Jxxxxx(Jx z 1 1 

位 ノ (JOXO()OOXXX 6 OOOOOOOxxx ? -1 1 

ノ、 xxxxxxXOOX 2 x()Oxxxxxxx 2 。 。
ヒ OoxOXOXOxx 5 OXuxOxxxx>く 日 z も

フ OOxxOOxxxx 
'" 

xXOXOOXXXX 日 1 l 
群 。XXXXXXXXX 1 。xxxxxxxx・× 1 。 。

"" 
ホ xxxxoxxxxx l X()XXXOxxxx 2 -1 1 

計 5512552 自 2 0 80 5 8 7; 1 o 5 O 1 1 0 29 l 11 

iιh尋h 計 252詰111日21221，Hll910 160. Z岳 14'2315 17 24 9 5 5 1 1a7 2 O 8 2 
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図表16 

笑験群と統制群の指導前後になけるテス トの平均通過率なよび学習の一時的効果の比較

学習の一時効呆

3 8. 5 12.0 

O 7. 40 45.7 。

学習の一時的効果=笑験群(813-.41 )一統制群(813-.41 ) 

〔百分率で計算したのと ，得点で計算して百分率(i(なかしたのでは多少迷うととがある〉

図表 ，7 

実験群と統制群の指諒前後にかけるテス トの平均通過率，かよび学習の一一時的効果の比較

(能力別〉

区分 能力段階 知能偏差値 学 刀 文字式ア宍ト アス ト813 テスト ム-11 同3-f:l 学習ひ→号棟

よ 5 6.5 4.1 1 6.8 87.0 6 7. 0 2 0.0 6.0 

実験群 中 45.9 3.0 1 1.2 日LO 3 ~ 0 2 4.0 1 6.0 

下 目立 5 2.1 o.<l a 4. 0 1 9.0 15.'0 14..0 

上 5 2.8 3.7 1 7. 5 ー77. 0 。

統訪Jj若手 中 品4.1I 2.9 1 1.3 5 3， 0 。

下 40.1 2.2 6..5 :3 0.0 29.0 1 1.0 。

図表 18 

受験群と統命Ij群の指導前後tてかけるテス トの平均通過率すよび学習の一時的効果の比較

(問題別，難易別〉. 

困 難 易 見リ |学習の一時効果
実 験 茸予 統 銅IJ .群

実験群 (統制群) 笑(BMS守t4(1J1-雲監 番 l
o-Al) 

度 与JZ 
8'3 A1 813-.4]. .41 813-.41 813 A1 B1S四 A1問題別 難易別

トー一一ー
町廿~ 

1 7ι7 83.3 ト- 6.7 8 3. a 8 0.0 3.3 6 3.11 7 5.0 -11.7 -1且O
易 (60..0) ( 7 8. 3 ) :-1 &3 ) 

6.7 

8 5 0..0. . 0 6. 7 f-l 6. 7 自且7 7 6. 7 -40.0 2 3.:.l 

。 7 3.:l 5 0. 0 2 3.3 7 3.:l 8 0. 0 - 6. 7 II 0.0 
中

5 7 0:0 5 0.0. 2 0..0 7 0..0 5 6. 7 1 3.:l 7 2.5 5 0..0 22.5 6.7 1 5.0 

位 4 66.7 5 0.0 1 6.7 43.;3 5 0.0 - 6.7 ( 6 5.8 ) (58.3)IC 23.3 

2 8 0.0 5 0.0 3 0.0 7 6. 7 46.7 3 0. 0 0.0 

困
9 4 0.0. 2 0..0 20..0 3 0. 0. 16.7 1 3. 3 乱7

? 5 0.0 J. 6.7 日辻目 4. 3.<l 品目。 1 3.3 3 2.5 2 0.0 1 1.7 
難

47.5 15.0 
B 6 (l0 13.3 4 6. 7 4. 3. 3 1 6. 7 22 6.7 (tl H) (10.7) (20.S) 20..0 

10 4 0.0 33，3 3.il :3 0.0. 。。

言十 6 0. 7 53.3 4 5. 7 7. 7 1 6 0. 7 4LOlMJ120 120 

3 
1(53.3) (岳5 7 ) . ( 1 6 ; ;



図烹10 

学習の一時的効果(1313 -Al )比較図
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統制群
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問題の困難度群別生徒の能刀群別

2 有意な差違の有無の検定

実験結果Kつ~ての， 実~鮮と統制群の間に有意;'"差のあるととの検定Kは . fei事前テスト(/1.1)

と指導後テスト(813 )の得点の差Kよる変量分析法を適用した。

ヱz k!t 2 

20::1 ::1 0 

N 

実験群

統制群

5 9 

2 1I 82 o 0 

8 2 285 1) 0 

全変動=c江川一(詮)2= 285ーザ=172:93 
ZIV -

[('C''Y ¥2_L("".._¥2L  (三塁王)2_j_ ( "Q2 --L~ ~2 ¥_82，2 
級fijj変動=7vi(ZZ1〉 +(ZZ2) }- ZN = 80(592十Bd)-Fb = 21・60

級内変動=全変動一級問変動= 172.9::1-21・(}0 =15 L a::l 
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要 因 変 動 自 由m: 不偏分散 分散比

級間変動 2 1.6 0 2-1 2 L 6 0 

級内変動 1 5 L a II 6 0 - 2 2.6 1 ro?Z 一L一6一~=8.28 
2.6 1 

全変動 1 7 2.9 II 6 0 - 1 

F;5(aol)二日2 P{IFI孟且 28}く0.0 1 

よって，危険率 1%で有意差あ bと認められた。とのととから，実験群と統制鮮との間Vては ，

有意の差があるζ とが明らかKされたので ，実験群の指導法κついての学習効果が，認められた

訳である。よってその指導法は，効果的であったという結論K導〈 ζ どができるのである。

3 結果 の考察

笑験の結果につ凶ては ，次のようK解釈し念ければならな怖と思う。

解釈1 との実験vr:$，~凶ては ，

(1) 文字文章題K合同て文字を数字V亡診きかえて指導したととは ，効果的であったと凶われる。

( 1 %の危険率で有意差あ!Jo ) 

(2) との学習の→事的効果は，

生徒の能力群別Kは，中倍群 (16.0%) ，下位群 (14.0%) ，ょ位群 (6.0%)の順

κ大きい。

問題の困難度を三段階Kわけると ，容易な問題は効果か一番少((6.7%).中位の問題

は最も効果が大きく (15.0%) ，困難の問題の効果(111.7%)は ，それKつ加でいる。

但し，容易の問題の効果は分析研究しなければ念らな ¥/)0

解釈E 一般的解釈

(1) との実験授業よ bも ，文字を指導するによ bよ凶指導法が，統制群にあると(有るか無凶か

は別として，理論的κほ〉文字を数字におーきかえて指導すればよ加ととは，一般的κはいわれ

ない。

(2) 文字を数字κなきかえて指導するしかたκ，との実験授業よりよ加方法があ ったとしても，

さしっかえない。(実験群の授業がまずかったとしても仮説は立証されたというとと。 )

(3) 教材悶の相関は高ν、と思われるので，中学校の数学金領域K一般的Kは，仮説は立証された

と加われるであろう。

(4) 実験対象の生徒と同一程度の知能 ・学刀のクラス念らこの仮説は正しい。

解釈血 指導上

一般的Kは，学習指導は，解釈 1，解釈Eを7解して行念われなければ念らえといと思うが，。特

殊的Kは，との研究資料から次のととか考えられると思う。但し ， 資料が少~\/)ζ とと，実証し

てな加ととから ，どの程度，たしかなものか，もっと具体的(1(は，どうなるのかは ，次の研究を

またなければならない。

(1) 作医「してから文字を数字I'Lなきかえた指導は¥/)っそう有効であろ う。

(2) やさしい問題(クラスで 70 %以上解答できる問題〉は数字{I($，~きかえると ， 正答率はさか

るととがある。(資料の分析が必要)

一-47-
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(3) 統制群には，学習の一時的交j汐献マイナスが多V'lo (実験群(1[2人 ，統制群tr8人 ，しかも ，

統制群VLは下位群VL4人〉。今後の実証的研究が必要である。

(第一回動験研究の概要 資料 12 P 75 ) 

ー .4 8 



第五章 資 料

資 料 l 

Al 

中学校会主 学年 組 番氏名

書き方 正ししq答の番号をOでかとんで下さ凶。答I'L単位はっけなくてよ加。

① 500円札で l個 a円の品物を a個買った。合つbはいくらか。

答 L 500+ 3a  2. i:la- 500 a 500Xa- a 4. 500- 311 

@ 1 0冊のノート を買うのに ，は じめ a0円のノー 卜4冊を買Vl，そのほかは 1冊 z円のJー ト

を買った。代金は全部で凶〈らか。

答 1. a 0 X告+1 0 x 2. i:I OX1  0+4第 a 1l0X6+x  4. 30 X4十6x 

@ x人の子供I'L. !Jんどを B価ずつあたえたらy個余った。はじめるったりんどの数は凶〈らかの

答 1. 2必 +yz az- y af十Y45- y

h 
④ 1 6 Kmある道のDをa'W"/，:時 の速さで Z時間 il0分歩1ハた。残bの道のbは凶〈らか。

16 
答 1.16-150α2. 1 6十 Z5a a16-15a415-Z5  

@ 縦がacm，棋がhcm，高さか ccmの直方体の縦の長さを 2倍I'L.横の長さを 8倍I'L.高さを 4

倍にすれば，その体積r.l:Vlくらfてなるか。

答 1. 2 a-ト3b+4 c 2. 7 a b c a 24abc 4 
2 4 

a b c 

@ 高さがkcm，ょ底αcm，下底bcmの台形のよ底を C伽みじかくしたら面積はいくらKなるか。

k (α十 b-c) n ___t，___s_ n L I'_ ， ~ _¥ k(a+b+c) 
- 2 一τ乙3. k (α十 b-c ) 

2 Z 

@ 高さ 16仰，上底 12 cm，下底 20仰の台形の下底をhcm長〈したら面積はどれだけ広くなる

か。

答 L 8(32+b) 2. 8 k a 1 6 k 4. 8(o2-b) 

③ 縦，横，高さか，ぞれぞれ O acm. 4 acm， 5 aG'1f!の直方体がある。との直方体の表面積を求

めよ。

答 1. 4 7 a 2. 9 4. a 2 a 9 4 aS 4. 60 a 2 

、‘3_(1. 

①長万形の土地を下の図のように道路で同じ大きさの 4つの部分K区切るとき.その 1つの部分

a' 
t 

の周をα，b ， cをItv、た式で書き表わせ。

__.___b_ー ー

答 1. a+h-2 c 

、E

a a十 bーを

.-49一一

2:~ + b -2 c 
z 

4. 2(a+h)-4c 



薬品かは阿って阿るびんの重さをはかったらAifあった。っき'1'(薬品のら使った後 ，びんの

重さをほかったら Bifになった。残って凶る薬品の重さを表わす式をつ〈れ。

2A / ， ~， 2 A -B 
1・ 2 ( A -B ) 2. u;， • 3. C A -B ) xτ 4. -a一一

81 

中学校第 学年 組 番氏名

書き方 正し¥/)答の番号をOでかとんで下さ凶。答VC単位はっけな〈てよ凶。

① S頁の本を t日間で読んだ。平均すると 1日何ページ読んだととVてなるか。

S 
答 1. St 2.~ 3.j- 4. S-t 

(g) 1 0位の数字が a， 1位の数字かbである 2けたの数をあらわすのにabとすればαXbを意

味するから不適当である。たとえば4.5はも X1 0 +.とかけるよう1'(，との数は 10a+b

であらわすがよい。ぞれでは， 100位の数字が a， 1 0位の数字がb， 1位の数字が Cであ

る白けたの数はどうあらわされるか。

谷 1. a+lob+lOOC 2. loa十loob+c 3. 100c+b+a 4. 100a+lOb+c 

③④ タンクの注7k口から7.l<を入れると ，水面が毎分αmずつ高くな!J， i'DJくをやめて出ナと毎分

b mずつ低くなるとする。っき'の問K答えよe

@ m分間注水すると水面はどれだけ高〈なるか。

答 1t 2. rn. b 3. ~‘且 4. a-b 

@ m分間注水してから ，n分間水を出すと ，水面tri主7.k.ナる前よ bどれだけ高ぐなるか。 (a 

は bより ，mはn よb大き¥/)とする。)

答 1. ma-na 2. na-rnb 3. ma-nb 4. m(α-b) 

@ 縦，検 ，高さが，ぞれぞれ 3aCffl， 4. aCffl， 5 aC恨の直方体の体積を求めよ。

答 1- 12a3 2. B a十岳 a+ 5 a 3. 6 0 a3 4. 1 8 0α 

.@ 半径rC1Il，中心角 12 0
0
のかうぎ形の面積を求めよ。(円周率7rをつかってあらわせ)

合ん鳴ー 1. 
，Zπ 

2.一主工三一 3. -立豆一 4 
rZ 7r 

日 π ，2 9 

⑦@ 下の図の周と商績を求めよ。

品a一日 b 2. 4 a 

辻 2 'a +4  b '4. 4. a b 
r 

2 a 2 b2 α2 2. 

a 2 (a 2_b2 ) 4 α2-2 b2 

⑤ 底辺がaCffl， 高さかh仰の三角形の底辺を bc切だけ小さくしたら面積はどれだけせま〈在るか

式であらわせ。但し αはbょb大き凶。

答 i A 2iと主l 3. -h(学位 4. bh 
2 2 白

-50ー



@ 学級生徒会で，はじめ且つの意見.A， 8，C(IL賛成した人は，それぞれa人ずつであった。さ

らK議論したあとでふたたび調べたととろdから 8 ，8からC ，CからA(IL意見の変った人は

それぞれ b人 .c 人 ， d 人であった。ー A ， 8 ， C (IL賛成する人は，それぞれ何人(IL~ったか。

合~ 2. α+b a < a十 b-c 4. ~a-b+c 

。-d 。+d a十 c-d a-c+d 

AIO 

中学校第 8学年 品目 番氏名

書き方 別紙の解答の例のように次の問題をとけ。答に単位をつけな〈てよ加。

式はかかな くてもよ凶。

① 500円札で1個α円の品物を a個買った。拾っbは凶くらか。.

答

@ 1 0冊のノート を買うのに，はじめ a0円のノート 4冊を買い，その外は l冊 x円のノードを

買った。代金は全部でい〈らか。

答

③ z人の子供VC， !Jんどを Z偲ずつあたえたらy個余った。はじめあったbんどの数は凶くらか。

答

Km 
④ 1 (l Km i(; .o道のりを a--/民の速さで Z時間日 0分歩吋。残りの道の bは凶〈らか。

答

。⑤ 縦が α仰，検がbcm，高さが C仰の直万体の縦の長さを 2倍VC.横の長さを日倍1'(，高さを也

倍にすればその体積はい〈ら1'(なるか。

答

@ 高さが kcm.上底αC1it，•下広:bcmの台形の上底を ccmみじかく したら面積は加〈らVて念るか。

答

⑦←高さ 16 cm.上底 1C仰，下底 20 cmの台形の下底を bcm長〈したら面積はどれだけ広ぐなる

か。
ん*ー
合

① 縦，様 ，高さが，それぞれ aacm， 4 acm， 5 acmの直万体がある。との直方体の表商積を求

めよ。

5 al I I 

ι使"')1-;-一ープJ

-3-d 
答

長方形の土地を下の図のように道路で同じ大きさの 4つの部分K区切るときその 1つの部分の

周を a • b ， cを用l/:Iた式で書き表わぜ。 '

一-5 1-ー



答
c 一一一一一:-i

@薬品がはtハってtハるびんの重さをはかったらA9あった。っきK薬品のすを使った後 ，びんの

重さをはかったら B9になった。残ってν、る薬品の重さをあらわす式をつ〈れ。

答

別紙 解答の 例

例① 甲の体重はαK9で乙の体重は ，甲よ bかるくて bK9です。甲は乙ょ bν、く ら重いか。

答 a-b

例 @ リン ゴ n 何の目方がW~です。との リンゴの大きさがみんな同じだとする と ， ζの

リンゴ 5個の自万は凶くらか。

答 w 一一X 5 又は τ 

B 10 

中学&見 出学年 組 番氏名 7寸
書き方 別紙り解答の例のよう K次の問題をとけ。答K単位をつけな くてよい。

式はかかな〈てもよい。

① S頁の本を t白聞で読んだ。平均すると 1日何頁説んだととになるか。

答

(iJ 1 0位の数字が a， 1位の数字が bである 2けたの数をあらわすのκabとすればaX bを意

旅するから不適当である。たとえば も5は 4XIO+5とかけるよ うに ，との数は 10 a + b 

であらわすがよい。それでは， 1 0 G位の数字がa ，10イ立の数字がb， 1位の数字かcであ

る 8けたの数はどう.あらわされるか。

答

@@) タンクの注水口から水を入れると ，水面か毎分amずつ高くな):)，注水をやめて出すと毎分

bmずつ低くなるとする。つぎの問(i(答えよ。

@ m分間注水すると水面はどれだけ高くなるか。

@) m介間注水してから n分間水を出すと ，水面は注水する前よ Dどれだけ高くなるか。 (α

はbょ!:J，mは 九より大き いとする。 〉

答
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@ 縦，横 ，高さか，それぞれ::1ac:m， 4 aC1Tt， 5 aC1Tlの直方体の体殺を求めよ。

答

@ 半径 r仰，中心角 12 0
0
のかうぎ形の面積を求めよ。(円周率7cをつかってあらわせ)

答

⑦@ 下の図の周と荷積を求めよn

ーαc(，"TTI- -- 1. 

a(，"TTt 

山|竺l ¥ 

@ 底辺がac:m，高さかh仰の三角形の底辺を bC1Tlだけ小さ〈したら商績はどれだけせま〈なるか。

式であらわせ。但しaはbより大きい。

答

@ 学級生徒会で，はじめ8つの意見A，s，CI(C賛成した人は，それぞれα人ずつであった。さ

らtて議論したあとでふたたび調べたととる ，Aから B，8から C ，CからAI(C意見の変ったA

は，それぞれb人， c人 ，d人であった。 A ，B，CI(C賛成する人は，それぞれ何人Vてなったi
か。

答

An 

中学校第8学年 組 番氏名 ] 
書き方 正しい答抗出むの番号をOでかとんで下さ川 容κ単位はっけなくてよ v>。

① 500円札で 1個 10 0円の品物を 8個実った。 bつbはいくらか。

答 1. 5 0 0十 10 0 X;3 2.100X<l-500  3. 500X:I-100 

4. 500- 100X::I 

① 1 0冊のノートを寅うのに，はじめ;30円のノートを 4冊頁V>， ぞの外は)1冊 20円のノー

トを買った。代金は全部で1ハくらかの

答 1. 30X4+20XIO 2_ oOXIO+20X4 3. ::10 X日+20 4. H 0 X4十20X6 

③ 5人の子供I(C) !Jんど 2fl岡ずつあたえたら a個余った。はじめあったbんどの数は凶くらか。

答 12×5 + 822×5-aa?+345-s

@) lBKmある道のDを4Km/時の速さで 2時 il0分歩凶た。残bの道のbはい〈らか。

答 L 16-150Xも 2. 1 6十岳 OX2.5 3. 16-4X2.5 4. さ- 2・5

③縦か 5C7Tl )検か 6cm)高さが 7C1T!の直万体の縦の長さを 2倍lて，横の長さを8f膏κ，高さを岳

倍にすれば ，その体税制:v><らVてなるか。
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24 
答 l・ 5X2+6xa+7X4 2 9X5X6X7 & 24X5XOX7 ~τ石支7

@ 高さが6cm，上底 5cm，下底噛仰の台形の上底を aC:1IIみじかくしたら面積はいくらK念るか。

答 L ~〈 γ-3L 2.土手~ &. 6(5+4.-a)  4. ~ (514 十日)

① 高さ 16 cm上底 1zcm ，下底 20仰の台形の下底を 5cm長〈したら面積はどれだけ広くなるか。

答 1. 8(82+5) 2. 8 X 5 3. 16X5 4. 8(a2-5) 

@ 縦 ，検 ，高さが ，それぞれ6cm，8cm，10仰の直方体がある。との直方体の表筒積を求めよ。

答 1. 2 (10X8+8X6-ト10X6 ) 2. 2 X1 0 ( 8+6 ) +日X8

& 8 X 6 X 1 0 4. 2 X6 ( 1 0+8 ) +10 X8 

• 

@長万形の土地を下の図のようK道路で同じ大きさの 4つの部分K区切るとき，その 1つの部分

答 L 8.5 2. 9. 

旦 ~5 4. 4. 

@ 

の重さをはかったら 1Q09vcなった。残って凶る薬品の重さはv、くらか。

答1. 14.0 2. 83.oa 3. 4ι67  ~ 23.aa 

811 

中学佼第 8学年 組 番氏名

脅き方 正しw答又は式の番号をOでかとんで下さν、。単位はヲけ念くてよい。

① 5 0頁の本を 10日間で読んだ。平均すると 1日何頁杭んだとと(1(なるか。

答 1. 500 2. 5 3. -} 4.也 O

(g) 2けたの数 ，たとえば令 5は4XIO+5とあらわすととができる。それでは 100位の数

字が6 ，10位の数字が? ， 1位の数字が8である aけたの数はどうあらわされるか。

容 1.6+7X10+8XIOO 2. 10X6+マX100+8 3. 100X6+10Xマ+8

一-5 4ーー



1.. 9 

4. 1 4 

2. 1 2 B. 1 0 

4. lOOX8十 10X 7十 6

@@) タンクの注水口から水を入れると，水聞か毎分1OCmずつ高くな!?，注水をやめて出すと毎

分4C世tずつ低〈念るとする。っき'の聞に答えよ。

@ 5分1M]注水すると水面はどれだけ高 くなるか。

答 1. 2 2. 2 0 3. 5 0 4. 5 

@ 自分間注水してから 3分間7Jcを出すと .水面は注水する前よ bどれだけ高〈なるか。

答 1. 7 8 2. 2 3. 6 0 4. 5 4 0 

⑤ 縦 ，横，高さが，それぞれ呂田Z，4C1fl， 5C17!の直方体の体積を求めよ。

答 1. 6 0 2. 1 2 3. 1 7 4. g 4 

@ 半径6cm，中心角 12 ()'。のなうき

。。一

0

0

一π
?晶

1

一

め

一

求

ー

を
積面・と

だ

周

2

の

l

図の

L

下

答

ω

aπ  -12 
4. 4rr: 

3 m 

1. 9 

4. 7 

2. 1 8 3. 1 6 

① 底辺か 1OC1fl，高さが 8C1rtの三角形の底辺を!lC1llだけ小さくしたら面積はどれだけせま〈念る

ìÓ~ o 

答 1. ~X8 2. ~( 8 - ~2_ 3.日(8 +日 L 4. ~X8 
2 2 

⑬ 学級生徒会で，はじめ 8つの意見A，B，CVC賛成した人は ，それぞれ 15人ずつであった。

さらに議論したあとでふたたび調べたととろ ，Aから B，8からC，CからAVC意見の変った

人は ，それぞれ 4人，日人， 2人であっ た。A，B，CVC賛成する人は，それぞれ何人tてなっ

たか。

-
11 5-4 

A内唱 噌 J 、 .. 
A 目 、 .- _""

I 1 5 - 2 

o
hw

e

旬
。
。

十
+
+

'

h

u

K

u

r

a

 

、ム
、
.4

1
‘

1
1
11
4
1

11
1

、

。
話

r 1 5一 4+

旦415+岳 一 8

II 5+~-2 

115+ 4- 2 

4. ~ 1 5-4+11 

~15 - 11+2 

812 

1 中学校第 8学年 組 悉氏名

書き方 正しVI答をOでかこんで下さVlo 単位はっけな〈て工凶。

① 500円札でl倒 a円の品物を a1固買ったo ;þ~つ b はいくらか。

答 L 5 0 0十日 a 2. !la-500  3. 500X:l- a 4. 500-3'ぁ‘
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(g) 400頁の本を 1日b頁ずつよんだ。まだ何頁残って加るか。

答 1. 岳 o'0十品 b 2. 4. 6一品。。 3. '4.00X3-6 4. '" 0 0ー 晶 b

③ 高さかんC宵1，上底aGm， 下底6c1Ttの台形のよ底を CClnみじかぐしたら面積は加〈らか。

h(α+b-c ) h c _ L /. 'L ' a+b十c7 3.. h (ι+b-c) 4.一一一ー--z 

@ 高さが hL'71I，ょ底 aCln， 下底6cmの台形の下底を C仰ながぐしたら面積はlI">(らになるか。

h ( a+b+cl_ 2. ':.s . 3. h( a+6+c) 4. .!!.(α+b-c) 2 2f ・3. h( a+6+リ z

@薬品川町て阿るびんの重さをはかつえらAIjあった。つをに薬品のすを使った後，びんの

重さをロかったら B<J v亡なった。残って凶る薬品の重さをあらわす式をつ〈れ。

2A ..  ".." ，2 A-B 
答 1.2(A-B) 2.-τ~- B 3. (A-B)Xτ 4ーーす一一

@現金と貯金をあわせてM円ある人が ，現金の士をつかったら ，現金と貯金をあわせて ，N円K

なった。残っている現金はい くらか。

答 1. 3 (M-N) 

B 13 

2.~壬 u_.・
4 

a(M-N〉×?

中学校湾 学年 組 番氏名

4. M-N - s 

書き方 正し山答の番号をOでかとんで下さln。答K単位はつけ念くてよ凶。

① 岳 o0頁の本を 1日b頁ずつ4日よんだ。まだ何頁残っているか。

答 L 400+46 2.46-400 a 也 O OX ~-6 4. '" 0 0ー岳 b

(g) 1 0位の数字かa， 1位の数字かbである Bけたの数をあらわすのV(abとすればaX 6を窓

味ずるから不適当である。たとえば45tl:4XI0十 5とかけるよう VC.ζの数は 10 a十b

であらわずかよ凶。ぞれでは .100位の数字がa，10位の数字がb， 1位の数字がcである

sけたの数はどうあらわされるか。

答 L a+l0b+lOOc 2. 10a+lOob+c 3. 100c+b十a 4. lOoa+lob+c 

@@ タンクの注水口から水を入れると， 7.kisiか毎分amずつ高くな!J，注71<をやめて出すと毎分

b mずつ低くなる。つぎの問に答えよ。

@ m分間注水すると水面はどれだけ高〈なるか。

答 Ltzmb 3. ma 4. a-b 

④ 問分間注水してから ，n分間水を出すと ，71<蔚は注水する前よ bどれだけ高〈なるか。 (a 

はbょb• mはnょb大きいとする。)

答 L ma-nα 2. 九 α-mb 3. ma-n6 4. m(α-6) 

⑤ 縦 ，横，高さが，それぞれ::JaC1Tt， 岳 aClTt，5 aC1Ttの直方体の体積を求めよ。

答 L 1 2 a 3 2. ~ a十 4.a + 5 a 3. 6 0 a3 4. 180a 

@ 高さかh飢 ，上底底，-a肌，下底bC仰mの台形の下底を cC仰訂1Tt1.念tが〈したら面積はν加、〈らVκてz念tるか。

答 1. h川(aγ:γb+cけ〉 Z?ah川〈ω +判-

一 5 6 一一-



， . 
⑦③ 下の図の周と面積を求めよ。

， -官αn..-_ 
1

a

 

f
--
l〈
p
l
l
L

周⑦
 

唾 a-8a 2. 4 a 

0: C1T1 
2α+生 b 生命 'a晶

@E51:q? 1・. 2. 、、"" 」
q

i
 

。‘
，，，。

の
6

a
‘
 

のA
M

2. 
( マ・、，、

"'‘ 
2 (α 2 -b ll) 

，. 1 

4- a 2 -2 b2 

@ 底辺かα伽，高さかh仰の三角形の底辺を bc:mだけ小さ〈したら面積はどれだけせま〈なるか。

但しaは bょb大き凶。}

答 L1EL1 2 h{?-b) ニヲ i' __!!:_ L f 十 b ，0~. ;'，4. I 'b 'h 
一+

1 
@現金と貯金をるやせてM円ある人か，現金のτをつか?たら?現金と貯金をあむせてN円Kな

った。J 会γてふ-る現金J-Lくもか。 パ': ψ 三 、、. 、¥-; 1.、、z
三 ‘ ー，

II M"  /.， '"  II M-N  
答・L 8(M-N) liJZτー-N 、 3. (M -N) x';" 4.一一一一

虫.: ; '1 :1 ，，' '¥・;8 ，.' ':，). ~f'; 

nZ3 

中学暁第 i 学年 組、 番氏名

、

ヨ lι

t
 

a
 

a

・，、

A2 .': ， !"~'・1
d轟且

t 1 • 
• ‘ ‘ 

ぇ"、 j .1;~' : ') I ~・J'~ .: ; ~ l' l"J )・:.T・Ji， ¥_'・
I~.~ 、l

r i ~ i r l
 

a--弘
、

i 人 r '，1 

書き方 正しM 答の番号をOでかとんで下さ凶。答K単位はっけな〈てよ凶。

① 兄はz円，妹はy円持つでいる。 B人の所持金め合計額はい〈らか。

41草 刈 1・ 1 
答1. x-y 2. x十Y '3. 紛 Y 4. ー

Y 

@ 重さ aK~のものを重さ b fjのん とに1つめると，全体〆の重さは何均ピなるか。

け I 広 ・ '.a ート b 司 i!) ，答 1. a十 う 2， 1 '0' 0 0 'a 4-b" ← 3." a +一一三一一 4.一一一一一
1-000 - 1000 

③ P円持っていたμ;q向もうけたみr円っかづてしまった二与，v> <らも、っているか; ア

"・，LI.'
答1. P+q+T 2. P-q-T a P千 q-T 4. P-q+" 

o 1‘0冊m円のノートは111 鼎のねだん仕平均怖 くらか0 ・~\ 、 、 '. ， 持

答 1， ~ 2， . "S_' d ~ 'ri，_" ':， ~ 2， .'1' d -'ri，_" ':， 3.、 l'O'm 4.・ 10
10 • -- - - - m 

@ iう正向6Mミんを ，bt買4え。 k金をいともはbっか~

、
・ J-': F

J
 

-
P
 t

e
 

l
-

-
u
 

• •• 
4

‘
 

• 

1， AX1，2 2. A X U 2  3. A X 且 8 4 〉4-
1.2 

J'¥叫

内 2 ト~'， 1 :・，

。害'ifHacE E ila bi1 ♂ぎ11tAf ha 4'Z jsρ ;， ，-J >1"'.λ ':1'..'.B -，川(<}.l

@ 姉はZ 円の布地を買Vl，妹は姉の 1よ!J1 5 0円高い布地を買った。妹。』布地伝ぃ:山、
2 

答.1， k干id b j Z Z4JTj .J i F-ish h' ‘4 主4i-tb t f・
Z 

eb~~'、 窓世k向品品劫・通宝剖も dけそ。売2 ・よ提出伝法1ふらk差る み; f 川 ι ! ;'\と~ ~. t' '~ ，，'1 ~)!) 

( G I ~~ r. ) i' { ( ':，-トと ι;;宅 1" . ホ:， !公

--5 fl7 2...=-



@定価a円の2割引で売ったら目。円績をした。原価はいくらか。

答 1. o.8a-30 2.1.2a-l! O aα 十 30 4. 0.8a+30 

@ ある数をmで割ったら，商が5 .余bがRであった。ある数は加〈らかロ

答 1. 5 m+品
m+m m+n 

- 4， ーー一一一ー-5 5 
2. 5m-n. 

@ 底辺18伽， 高さ 12仰の三角形の底辺を叫冊長くしたら面積はどれだけ広くなるか。

答1. 1 Z a 3. 6(18+ a) 4. lZ(lS+a) 2. 6 a 

82 

中学校第 学年 組 番 氏 名

書き方 Eし凶答の番号をOでかとんで下さ凶。 答κ単位はっけな〈てよい。

① 勇君は父からm円，母から凡 円もらったo ¥/) <らもってwるととK念るかれ

答 1. mー π 2. m+n m
-
n
 

d
tn 

3. m n 

@ 良子さんは，自宅から海までPKmパスK釆 J').'lm歩凶た。 自宅から海まで何Kmあるで しょう。

答 L P-トq P+~ 
1000 

41土9_
1000 

3. 1000 P+'l 

@ xK~の体重の人がy除増加 し， それから z Kil減った。今の体重は凶くらか。

答 1. 第十y+z ' 2. x-y-z 3. x十y-z 4. x-y+z 

④ みかん 12とでa円であった。平均1ついくらK在るか。

答1. 1 2 -a  
8. _a __ 

1 2 
4， B -

α 
2. 1 2α 

@ 毎時VKmの速さで同時間歩加1t。道のbは凶くらか。

Y 
~ L V +m 2. :" 3.;; 4. rn. V 

m " 

@ 兄の体重はα匂で弟ほ兄の士ょ T2 5 K:t重加。弟の体重位同〈らか。

答 1. a十 25 a Z-25 4 子+ 25 2. a-25 

⑦ 定価8円の品物をZ割引で売った。売価はiハ〈らかc

答1. BXo.9 2. BXO.l 4B  
0. 0 

3. B X L 1 

@ 定価α円の8割で売って 20円のもうけがある品物の原価は加〈らか。

答 1. O.8a+20 2. 1.2a-20 3. a-20 4. o.Sa-20 

@ tんどを z人Vて同じようにわけてやったら 1人 4個宛あた t • y個余った。 bんどは凶〈つあ

ったでしょ・うか。

答 1.4X+y 2 岳 x-y .3. 晶 (x+y) 4. 岳 (x-y)

⑩ 高さ 16 cm.上Jif1 2仰，下底 20 cmの台形の下底を bcm長くしたら面積はどれだけ広くなる

か。

答 1. 1 6 b 2. 8 b 3. S (世 2+ b ) 4. 16(32+ b) 

- 58ー
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中学校車医 学年 組 番氏名

書き方 正しv>答又は式の番号をOでかとんで下さiハ。答の単位はっけなくてよい。

① 兄は 100円 ，妹は 50円持って阿る。 z人の所持金の合計額はv><らか。

答 1 ・ 100+ 50 4. _!__Q_Q -
50' 

2. 100-50 & 100X50 

@ 重さ 2K!tのものを重さ呂 o0 f} のほとにつめると，全体の重さは何K~κなるか。

答 1. 2+300
.誼 o0 

3. 2+ーーー一一一一一. 1 0 0 0 
4 

n
u
-
n
u
 

nυ

一n
u

沈
U
一
市ム

・ト'
。
@

2. 2000+300 

③ 5万円持って凶る人が2万円もうけたが .1万円つかってしまった。今い〈らもっているか。

答 L 5+2+1 3. 5+2-1  4. 5-2+1  2. 5-2-1  

@ 1 0冊 20 0円のノ ートは ，1冊のねだんは平均v>くらか。

答 L _!__Q_Q -
1 0 

3. 200XIO 4. _2_Q -2 0 0 
2.200-10 

⑤ 1つ 20門のみかんを也と買った。 代金を凶《らはら ったか。

答 L 20+5  2. 20X晶 a4 4ヲτ
l 

⑥ 姉は 500円の布地を買い，妹は姉のすよ T1 5 0円高い布地を買った。妹の布地は怖くらか。

答 1. 5 0 0 + 1 5 0 
《
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① 原価 1'00円の品物を z剖もうけて売ると売価は怖くらVてなるか。

答 L 100Xt.2 4. ~ -1. 2 
2. 100Xo.2 3. 100Xo.S 

@定価1 0 0円の 2割引で売ったら昌 O円韻をした。原価はωぐらか。

答 1. 100Xo.8 +目。 2. 1 00Xl.2一目。 3. 100+30 

4. 100Xo.S-30 

① ある数を 10で割ったらR請が 5，余りが岳であった。ある数は加〈らか。

答 1. 5XIO+4 2. oXI0-4 3. 10+ 4- 4. ~主主.. .. 
@ 底辺 1 8C1ft，高さ 12仰の三角形の底辺を 5C1l1長〈したら面積ロどれだけ広〈なるか。

1 2X5.__!2(18+5) 1. ] 2 X 5 2. ~ '" n ̂  U 3. ~ ~ ¥ ~ 0 -.  U I 4. 1 2 ( 1 8 + 5 ) 
2 2 

821 

11-1:::;-，吋 学 年 組 番 氏 名

書き方 正し凶答:又は式をo.~ . 、んで下さv>o 答の単位はっけな〈てよtハ。

① 勇君は3とから 100円， 母・から 50円も らった。v>くらもっていると とKなるか。

答 L 1 0 0一事。 3. 10 0X~0 4. _!__Q_旦-
5 0 

2. 100+50 

-59ー



@ 良子さんは，自宅から海まで5Kmパスκ乗 _l;)500m歩いた。自宅から海まで何i匂あるでしょ

う。

答 L 5+500  
5 0 0 

2. 5+一一一ーー. 1 0 0 0 
4.-2+ 5 0 0 

1 0 0 0 
3. 1000X5-!-500 

③ 6 0 rwの体重の人が2~矯加し，ぞれから 1 K:f減った。今の体震は11'>(らか。

答 1. 60+&+1  3. 60+&-1 4. 60-2+1  2. 60-2-1 

@ みかん 12とで 1 20円であった。平均1ついくらになるか。

答 1. 120-12 2.120X12  

…一u
qAU 

4 ・ 1 2 
合 一

1 2 0 

⑤ 毎時 61(mの速さで4時間歩くと ，¥A(ら歩〈ととVてなるか。

6 
答 L 6+4  2. ~ 3. τ <i. 6 X 4 

1 .. ..，，__. ~_，，_. 
@ 兄の体重は 6(; rwで弟は兄のす工_l;)2sKsz重加。弟の体重はい〈らか。

答 1.60+25
6 0 

ーす一-2 5 
6 0 . 

ーすー+ 2 5 2. 60-25  

① 定価 100円の品物を 1割引で売った。売価はいくらか。

答 1. 100Xo.Il 4. ~ 
0.9 

2. 100X0.1 3. 100XL1 

@ 定価 100円の8割で売って 20円のもうけがある品物の原価はい〈らか。

答 1.100Xo.'S十 2 0 2. 1.2XIOO-20 3. 100- 20  

4. lo.OX 且 S- 2 0 

@ _I;)んどを 10人K同じよう tてわけてやったら l人 4側宛あた!:J， a個余った。 bんどは加〈つ

あったで lしょうか。

答 1.4X IO+S a 告(1 0 +苗) ‘ 4. 4(10一日〉2. 岳 X10一日

@ 高さ 16 C1n ，上底 12伽，下底&ocmの台形の下底売 5師長くしたら面積はどれだけ広くなる

か。

答 1. 16X5 
2. 16X5 -

2 
l6(12+20+5)  

(12+20+5: 
2 

AS 

中学校第 学年 組 番 氏 名

議:き方 正しい答の番号をOでかとんで下さい。単位はっけなくてよい。

① まき迎びをしました。 VCII'>さんは 5回 ，ぽ〈は 4回i!l!びました。どちらも 1固にαそく ずつ迩

びました。 B人で何ぞく遂べたでしょう。

答1. 4X5Xα 3. (晶+5 )α 2. 4十 5+a 

@ たてがa骨1，ょこか bmの長方形の畑があ bます。との畑のまわbは何回でし とう。
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答 L a十b 2. 2(a+b) 3. 2ab 4. ab 

@ 畑からとってきたトマトをaとずつはとκつめたら， 1 5はとできて， 7とのiとbました。ト

マトは何とあったのでし土う。

答 1.15a-7 2. 1 5十 a+7 且 15 -7α 4. 15a+7 

④ O 5人がb日間働lハて，あれ1也をならしました。 il 0人だったら何日かんかかったでしょうか。

答 L~-
O 5 

zt千3. (35-30)b 4. ~5 X o 0 
b 

⑤ ある数1'(7をたして ，mでわったら 5VCなりました。ある数は何でしょう。

答 1. 5m十 7

資料 2

2. ~-7 
m 

旦 5m-7
m 

4. -一一-7 5 

教育心理学講座 10 ，数学学習の心理 (P 168ー福島羊吉郎氏) 金子書房

資 料ヨ

文字群と数字群の等質群作成

教研式中学E(第五形式)中三用の全国標準診断的学刀テス トの成棋によ b中学三年生で等質群

を編成したa

文字群(1)-3年 I組 z組 9Il人

評価段階 度数

X f :r:=X一日 f包 fX2 

1 。 -2 。 。
。u ~l 目 -1 -41 ~ 1 

8 !l 1 。 。 。
生 20 1 20 20 

5 2 l岳 28 

ミf= 99. 2，jx =-7 'L，fx2 = 89 

51= 哲三一 (労~_) 2=サ -.(子日 =… 99

M1 二 111'+きデ =3 十五--= 2.9 29 !:l 

S 1 二 位945<(， 

-~ 1-



数字淵2) - II年 8組4組 9 9人

文字群と同僚にして

S2 

Fo 
。必
9hu
-

。a
s

s

 

-一一
・8

-D
 

，明一
A
w
w

a一
位

1.054 F~~~(O.05) 1.il 9 

0.94286 M2 2.869 

P{IFI孟 1.054 } >且05 5 %の危険率で有意差なし

t 0 
M1-M2 - 2.86 1} 

一一一一一一一一一一工二 0. 887 
a89<199十0.9也2(l6 

99-1 

dj = n1+n2-2 = 99+99-2 = 196 

dj ==∞ t 0.0 5 = 1.960 

P { I t I孟 0.<l8'7}>0.05 5 %の危険率で有意差なし

学力偏差値

文字群 SI 二 9.42 <1 

数字群 S2 ニ 9.948

S21 = 8 8.8 0 2 2 M  1 = 4， 8.1 s 

S; = 日8.96 2 2 lIf 2 = 4て92 

分散 (Fテスト)，平均(tテスト〉ともに 5%の危険率で有志差なし。

知能偏是値

文字群

数学群

S}2 = 80.5106 

s; = sτ5 252 

』41== 4t也 545

』42=ニ 49.9999

分散(Fテスト)，平均 (tテスト〉ともに 5係の危険率で有意差なしn

以上Kよって ，文字群と数字群は等質であるといわれる。

ζ のFテスト ，tテストは， 両群とも同数の場合であって，数が違うときは次の公式による。

2 u 
1 

F =一一互一一
u z 

市
一市

M -M 

-;凡1si+n2sf
、J

ぬ 1+π2-2
(寸+す)

M 1 ，M 2……標本 1襟加の平均

n 1 ， n 2…・ー標本 l標本 2の大 きさ

自由度・-……・ ..n1 +凡 2- 2 
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' 

資

資

料 4 

か凶自乗( "，2 )テストの公式

正答者数

誤答者数、

不答者数 』

A 

B 

A+B 

C 

D 

C-トD

;<<2 _ N(AD_BC)2 
( A + B ) ( C +D) ( 8 +D ) ( .1 +C ) 

ピアソ ンの相関係数

N2_X Y 

-1 N"2，X 2ー(ヱX)2 

相関係数の大きさとその解釈

相関係数 解釈〈積極的，消極的〕

土 0.0 0 ::l: 0. 2 0 相闘がほとんどない

土 O.2 0 + 0.4 0  相関が低ν、

土0.4 0 士 a7 0 かな b相関がある。

土且 70 土且 90 高ν、相関かある。

己 Q.9 0 土 1.0 0 非常K高凶相関がある。

A十C

B十D

A十8十C+D=N

料 5 実施計画は ， 全国教育研究所連盟昭和~ 7年度共同研究笑施要領による。

資料 6 実験研究tては，神奈川県立教育研究所の研究報告第 14集 ，算数数学科{'L$-け

る問題解決指導の研究一一文章題に宏ける図解・作図指導K関する実験的研究

を中心にして一一ーを参考Vてさせて凶ただ加it。

資料 7 選択法の妥当性の調査

ζの研究では ，テス トの解答形式として四肢選択法を採用したので，ぞの妥当性を検討した。中

三の 1111人と 5 1人で等質群を編成し J A 1 B 1とA 10 B 16 の問題各2.0題宛でテストした結果

- 63-



か以下の図表である。 AI0 810 (資料 L P 51)の解答形式をか!?¥'C短答法 (D • Cアドキ

ンズ〉という。との調査の集計図表は次のよ うに解釈する。①選択法は短答法よ b通過率は高加。

( 1 %の危険率で有意差あg)@選択法と短答法の通過率の差は，也)困難度の中位の問題が一容大

き加。(困難 15.7%，中位3 U O %，容易 lU7% )巴注徒の能刀若手別では ，上位群よ b中位群

図表6 選択法と短答法の得点の有意、差検定と通過率
rL10=U858 

T 1.1-10 =且672 

A10 . . df = 1 

810 
、:

選. 択 法 短 答 法

の
ニ~2 0.01 = 6.6出5

通 "，20.05 = 3.8也1

過 問 番 Al 81 .ー A正B Bto 番 問
E事

題 8年 S年 題
l限 z2 行意 差

名 号 9 11人 5 1人 号 名

1 A1 l 91:1 42 1 A1u 5.021 × 

2 81 2 79 
-ー

36 B 810 1.59 G 

3 Al 8 79 a 2 昌 A10 5.0 8 6 × 

晶 Al 5 80 l! 1 5 A10 7. 015 x x 
5 81 a 7 7 昌 0 ;j' 810' 邑914.

6 A1 2 711 1I 0 z A1Q l4 5 5 x x 
7 81 1 68 3 29 1 810' 守 2.0d 

8 81 8 64 28 
1‘ 

s BlO 1.348 

9 81 5 84 24 5 810 2 3.8 4 3 x x 
10 81 6 69 2 2 • 6 810 9. 8 5 1 x x 

Al ~ i ，、
A10 

. ， 
11 日 8 7 ; 0 II 6也27 x x 

81 ，10 . ， 
10 810 14.901 1:; 71 20・ x x 

13 A
1 

，4 68、ι '川 2.0 " ' j 晶 ' A10 1 2.5'日 ;x x 
1晶 8

1 
岳 68 19 810 .1'3. G 51 x x 4 

15 ;;;， A よ‘ 9 ~ ~ I 九ヤ 可
.15 、'11

9( A10 ， 0.021 
--!~宇 ~ .， ... 

16 81 7 21 14 7 810 0. 80 2 

17 A1 8 51 1<1 8 A10 9.<l2 x x 、
〆 、 1・.

A10 "'19.014 
園、 、

18 A1 T 2 a 7 7 x x . 
ι i'o 81 9 2晶

川、

9 。 B10 
、
3.2 75 

Al 
‘・ 1.85 6 20 10 1 a 日 10 AI0 

!平均| 1226 4晶2 04. 0 8 x x 
， " ' 

、

Z斗 τ ょう}手'.1)りょ討、，~;- ~}' ( J ~'\ I jγJ、 1'~.1 ;，..!!!-'1: _~ ，~._… .'y， 'r L • -!:~ .3 
』

~..l.."l:1 .. 、1';' l.-
‘、¥:，t，_ _ '"、 ~ ~千1 ・!， i.¥. ~ t P. ，t l' 点町、.'， r ~- • ~ .;. t~ τ .. 

J 〆、4・... J"'¥ ‘. . 、，ーー

ー-6;;1らー'



t、P

中位群よ b下位群が大きい。(上位群 5.5% ，中位群 2.2.S % ，下位群2 8.2%)@比較群法では

選択法をつかってさ しっかえない。(相関関係が高いoF110三::::)
T 1.修正

但し単κ通過率をみる場合は ，との調査の結果を多考Kして判断しなければ念らない。

図表6 選択法と短答法の得点の有意差検定と通過率
T 1.l0=<l858 

r 1.1 _ 1 0 = 0. 6 7 2 

S = R- 9 9-R 
通 過 芸名 難 易 )11j 4 - 1  

A1 ， 81 

A r  A
10 

差 差 正 通 有

Al-412 A1 81 A10 ~o A1 -A10 答 過 .>:2 意
8 l' 8to 

81 -8  '12 81 -810 数 Z撃 差

93.9 82.4 1 1.. 5 9 1.0 9 1.9 3. 06 5 

7 9.8 '1 0.6 9.2 7 2. a 7 8. 0 0.076 

'1 9.8 6 2.7 1 7. 1 '1 ~3 '1 3. 0 1..56岳

8 <l8 6 0.8 2 n 0 8 0.0 9 64.也 8 15.66 7 3. '1 7 4.4. 3.125 

7 78 5 8.8 19.0 6 9. '1 '1 <l4 2.1 a 9 

7 9.S 5 8.8 2 1.0 7 2.a 7 3. 0 2.9 S 0 

6 8. 7 5 6.9 1 1..8 577 5 8. 3 <l0生l
〆

6 4.5 54.9 9.6 5 2.3 5 2.8 日076

8 4. 8 4. 71 S 7. '1 7 0. 0 79.8 16.769 x x 
6 9. '1 4. 3.1 2 6.6 5 9.0 5 9. 6 3. 6 'l 1 

Bτ 日 41.2 4 6. '1 7 3. 7昏 岳3.1告 3 0.6 8 3. 0 83.8 28.5uO x x 
7 1.7 89.2 3 2.5 6 1.7 6 2.3 τ岳4.4 x x 
6 8. '1 39.2 29.5 5 77 5 8. 3 5.06 × 

6 8. 7 tI 'z 3 :l 1.岳 J 5τ7 5 8.3 6.131 × 

2 8. 3 29.晶 ー-1.1 4，3 4.8 19.587 x x 
21.2 2τ5 -6.3 -5.0 ー 且1 一
5 1.5 25.5 2 6. 0 1 5. 0 1 5.2 2.37 

2 3. 2 13.7 9.5 
~ 6. 9晶 16.25 1 o.s 9 

-2.[1 ー-2.8 一
24.2 11.8 12也 -1.0 -1.0 

13.1 5.9 τB -15.6 -15.8 一

18.6 9.74，7 4， 9. 2 Q. 4 3 1 x x 

.1 



選択法 (A1B 1 )と短答法(AIOBIO)の通過率比較表

図表7

1¥ 
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r 10.修正
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図表8

選択法と短答主主の差(Al B 1 - A 1 0 B 10) C: ， Afi.答法 (A10B10)の通過率比較表
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図表9 選択法と短答法の得点の能力別有意差検定表

df = 1 
戸町会崎・ ~品f:

力
選択法 短答法 力

選択法 短答法 "， 20.01 = 6.635 

，向、 ，戸、 "， 2 o. 0~ = 3.841 

五 ー -

段
人 Al A10 人 I智 人 A.' At'.唱 人1 有意差

階
81 8..0 

庖
s] 8

10 、、J
"，2 o.01XX 

3年S組
3~手5組 3年S組 S年5組

数 S年4*~ 数 数 8年!lfJl ， 数 。05 X 

V 凶 8 142 10 a 。上
話。 500 249 16 4.208 × 

也 22 358 14(1 10 位

a 40 510 166 20 牛位 告。 510 160 20 5 S. 562 X X 

2 21 174 26 10 下
29 216 27 15 7 &397 X X 

l 8 岳 Z 1 5 位

言十 99 1226 44.2 51 90 1226 4.42 51 94.080 X X 

図表 10 選択法と短答法の通過率の能力別比較表

一舟f均. 

選 短
ー'す“・・

選 短刀、 力
，両、 択 答 £告EさF ，由、 択 答 Eet E 

五
法 法 法 法段 階

階 (1) (2) (1) -(2) &， (&) (4) (31ー (4)

5 88.7 5 8 5.8 1I 2.9 2 上
83.8 S 7 'z 81 邑53 

も 81.耳目 73.00 8.36 位

8 6 3. 75 岳L50 2 2.25 中位 6 3. 7 5 岳L50 2 2.25 

2 也1.48 13.00 28.48 下
8 'z 2 4. 9.00 2 8. 2 4 

1 26.2 5 1.0 0 25.2 5 位

計 6 1.9 2 岳3.tlil 1 8. 5 9 H 6 1.92 告3.33 1 8. & 9 
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図表 11 選択法と短容法の難易別 ・能力別通過率比較表
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問題の難易別 生徒の能力別
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資 料 8 やさしいj演にならべた文字文主主題(A1 • 81 ) 

どの ような文章題が ，やさしいか，又は，むずかしいか，比較，検討K使別のためかかげる。

j原通 問 ・
過題

位率名

L 9 S. 9 A1・① 500円札で1個a円の品物を 3個買った。沿っbは¥1"1(らか。

答 1.500+3α 2. lla-500 3. 500X3-a 

4. 500-3a 

2. B 'z 9 Al @ 高さが h仰，上底 acm.下底 b仰の台形の上底を ccmみじか くしたら面積は

凶〈らVてなるか。

答 1...!!:.(a+b-c) 
Z 

4. __.!!.(a+b+c) 
2 

ziL  
Z 

3. h(a+b-c) 

!l. 8 4. 8 81 @ 縦 ，横 ，高さが ，それぞれaacm，4acm，5a仰の直方体の体積を求めよ。

答 L 1 2 a S 2. 3a+4a+5a 3. 6 0αS 4. 180a 

4. 8 0. 8 A1 @ 縦が aC1T!，被が bcm，高さが C仰の直方体の縦の長さを B倍Kし，伎の長さ

をS倍f'L.高さを 4倍にすれば ，その体積はいぐらκなるか。

答 L 2 a十 品b+ 4. c 2. 7abc 3. 2 4 a. b c 
c
 

a血
司

'
h
V

2

a
 

e

d
m
u
 

5. 7 (). 8 Al③ m人の子供(IC. tんどを 2個ずつらたえたらy個余った。はじめあったbん

どの数はlハ〈らか。

答 1. 2 x +y 2. 2x-y a f+y 
x 

4. '2-y 

広 7 9. 8 81 00 1 U仰のノートを買うのに ，はじめ a0円のノ-r 4冊買い，そのほかは 1

冊tx円の・ノー トを買った。代金は全部でい〈らか。

答 1. 3 0 X晶+1 0 % 2. aOX IO+4%  3. 30XS+% 

4. aOX4十 6 x 

'z 7 9. 8 81 @ 1 0位の数字がa， 1位の数字がbである 2けたの数をあらわすのVC，a b 

とすればαXbを窓味ナるから不適当である。たとえば45は岳 X 1 0 + 5 

とかけるよ うに，との数は 10a+bであらわすがよい。それでは ，100 

位の数字がa， 1 0位の数字か b， 1位の数字が cである日けたの数はどう

あらわされるか。

答 1. a十 lob+ 100c 2. 1 0 a + 1 0.0 b + c 

3. 100c+b+a '1. 1000+ 106十 c

8. 7 'z 8 81 @ タンクの注水口から水を入れると ，水面が毎分amずつ高・〈なり ，注水をや

めて出すと毎分bmずつ低くなるとする。つぎの間YL答えよ。

@ m分間注水すると水面はどれだけ高〈なるか。
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答 12 2. mb 3. ma 4. a-b 

息 7 L 7 81⑮ 学級生徒会で，はじめ 8つの窓見A ，8 ，CI(C賛成した人は ，ぞれぞれa

人ずつであった。さらに議論 したあとでふたたび調べたととろdから 8，

Bからc， CからAI(C意見の変った人は ，それぞれ b人 .c人， d人でる

b

c

d

 

一
一
一

a

a

a

 

「
1
1
1く
1
1
1
1L

答

った。 A，8，Crc賛成する人は ，それぞれ何人Kなったか。

la-b+d 

aくa+b-c

l a + c-d 

i a +d 

2. <a+b 

1 a +d 

r a + b-d 

4. ~ a-b+c 

laー c十d

1 0. 6 Il. 7 B11 @ 半径rcm，中心角 12 rf'のなう き'形の面積を求めよ。(円周率πをつかっ

てあらわせ。)
_ 2_  

答 1. -3 
2 a r2 

-
π a 

a yr 
-7玄

はν、〈らか。

1 1・ 6 a 7 Al' @ 1 6 Kmある道のbをar.lO/時の速さで 2時間 30分歩いた。残bの道のD

a
 

A
U
 

、.晶

n
γ

e
D
a
U
--a
 

、A
V

A
-

'
J

d
u
w
 

答 2. 16+2.5a S. 16- 2.5a 

1 2. 6 8. 7 .81・@ タンクの注水口から水を入れると ，水面が毎分amずつ高くなb，注水を

やめて出すと毎分bmずつ低〈なるとする。っき'の問に答え よ。

@ m分間注水してから ，'"分間水を出ナと，水面は注水する前より どれだ

け高〈なるか。 (aはbょt，mはnょb大き加とする。〉

~ L m a - "，'a 2. 品 a-mb 3. m a -
'" 

b 4. m ( a-b ) 

1 3. 6 8. 7 81① S頁の本を t日間で説んだ。平均すると 1日何ページ読んだとと になるか。

a す 4. S-t 答 1. S t S
7
 

z
 1 4， 6 4. 5 8

1 
@ 下の図の (周と)面積を求めよ。

__OCI1l__ー，

答 1. .:2.. 2. 2 a2 b2 

S. 2 ( a2， _b2) 4. a2 -2 b2 
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1 5. 5 1. 5 A1 @ 縦，横，高さかそれぞれ 3acm， 4 acm， 5 acmの直方体がある。との直

方体の表面殺を求めよ。

5a 

4. 60a2 

2. 11 4α2 3. 11晶α3答 1. 47 a 

、宮司a-" 

1 6. 2 & 3 A1 ① 長万形の土地を下。図のよ うK道路で同じ大きさの 4つの部分K区切ると

き，その 1つの部分の周を a， b ， cを用いた式で書き表わせ。

ー ♂ 伊 'lr -~- _ 争、

α‘ C
 

2

c

一B

一

一
'
h
v
 

'
n
u
 +

+

 

α

a

 

L

a

 

念官
2. ...!!:+b -2 c 

2 

4. 2(a+b)-4.c 

1 'z '2 4. 2 B1 @ 底辺がαcm，高さが hcmの三角形の底辺を bcmだけ小さくしたら直積はど

.れだけせまくなるか式であらわぜ。但しαはbょb大き凶。

答 L b h h (a-b) _ h(α+ b ) 一一一- 2.'_ ¥ ~ - I 3.'_ ¥ ~ I - I 4. b h 
2 2 

1 8. 2 3. 2 A1 ⑦ 高さ 16 cm，上底 12cm，下底20 C1Ttの台形の下底を bcm長〈 したら面積

はどれだけ広〈なるか。

答 1. 8'( 3 2 + b ) 2. 8 b 3. 1 6 b 4. 8 ( 3 2-b ) 

19. 2L2  町① 下の図の周(と面積)を求めよ。
， . . . . ncm _ー 、、』

答 L 4a-sb 2.岳 a

a 3. 2a+4b 4. 4 a b 

2 0. 1 3. 1 A1 ⑬l 薬品がはいっているびんの重さをはかったらA~ あった。 っき1薬品のす
を使った後，びんの重さをはかったらBfl (モ在った。残っている薬品の重 '

さを表わす式をつ〈れ。

答 L 2(日) 2.子-B a(d-8)×? 
一72ー



資料 9 実験群と統制群の比較

種 }3IJ 区 分 人 数 標準偏差(8) 分散~) 平 均何

実 験 群 30 1 0.65 11a晶8 .， 't S 

知 能
統 制j 群 30 8.402 7 0.9 40 4' 5.8 

笑 験 群 30 1.06 1.18 3.07 

学校の評価
統 訪日 群 80 0."9 B 0. 9 6 2.9 0 

標準テスト 実 験 群 30 6.63 晶3.9 8 3 8.5 

(学刀偏差値〉 統 命j 群 30 6.64 出1.7 7 8 'Z4 

標 議 テスト 実 験 群 80 0.77 且59 1.7 8 

I (五段階評価) 統 信j 群 80 0.68 a也6 1.7 S 

1 

資料 10 Al B1Sテスト等価検定表

《

df = 1 
有

正 .答 ~ 
C.R色

題
正答者数

徒 :t
2
(105 

芳、 B 守る

番

= 3.841 Al 818 
数 号

Al BlS 
差

_:~・‘i‘hb24AJLr 官

1.96 

t:. 、L

101 1 93 88 1.3 29 無 .9 2.07 8 'Z.l 1$ 415 

9 9 2 79 ?日 0.000 H 7 9. 8 79.8 0.18 

~ 9 a 79 7 7 0.121 H 79.8 7 'z 78 且1$40

99 4 68 68 0.000 H 6 8.6 tJ 6 8.6 9 乱15

9.9 E 8 0 84 0. 5 6'8 n 8 0.8 1 84.8 5 0.78 

r 

101 6 89 85 且668 11 8 8.1 2. 何創鼻 .，184.16 0.8 1 

g 9 ? 28 21 0..1 I 7 11 ， ぇ~必~ 2 1.2 1 0.3岳

A 、九 ".， 

99 8 51 64 1.7 5 1$ 11 5.1.52. 6 4.6 5 1.87 

99 9 28 24 0. 41 7 11 2 8. 28 24.2 '.!I 且65

101 10 17 17 0.000 H 16.8 a 16.8 8 0.19 

計 607 607 0.000 細 6 0.94・ 6 0. 9晶 0.00 

備考 L 図表8と図表7をまとめたものである。

Z 臨界比(C • R.)でも等価テス トした。
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公 式

但し ，P1 
。ー

ー す l' • 2 

c 

n o 

C • R-. = P1 - P 2 
-
。a

c
一
見

十一
I
Ta-

-
一n-一P

 
ゾトQ(士+士2)

Q = _b_十d
← n 1 + s2 

九 1 =品2の場合 C • R. = V玄Ii(α -c ) 

、I(a+c)(b十 d)

実 験 群 統 制j 群

正答者数 。 a c 

誤答者数、~X 
b d 

不能者数

a+b= s1 C十 d= n2 

資料 11 ~考事項 問題の困難度を (A 1 )のj顕K並べたものの得点表である。

図表20 実験群と統制群の指導前後VCl>~けるテストの得点辛子よび学習の一時的効果

(問題別 ・難易別)

因 問
実 験 群 統 備日 群 難 (易統 別

学習の一時的効果

難
ー題 実験群 制群)実(BI3-Al) --，ts自(BlS-A~
番

度 -号 B13 Al BlS-A1 813 Al 81S-Al 813 Al 問題別 難易別

，合~ 1 23 25 -2 2 5 2 4 1 
45 

ー-3' 
4 

易 s 15 20 -5 11 23 一-12 ( 3 6) ( 4 7) 7 

中
6 22 15 7 22 24 -2 自

5 21 1 5 6 21 1 7 4 GO 2 

4 20 15 5 13 15 ー-2 7 
位

2 24 15 9 23 11 9 。
9 12 6 8 9 " 4 2' 

困
7 15 5 10 13 9 4 18 6 

8 1 8 4 14 13 
( <l5) ( 2 0 ) 

5 8 6 
難

10 1 2 3 .9 10 1 9 。
計

1 82 123 59 1 60 137 23 182 123 3 6 

( 160 (13 7) 

-74-



資料 12 第一回実験研究の概要

紀要Kかかげてある実験研究t!，第二回実験研究であるc 第一団実験研究は第二回実験研究とほ

とんど同じ要領であるが，遣うととろ，!1$考κなった点のみをかかげてb きたいと思う。

1 指導時間

2 教材

実 験

統 制

実験若手 ，統制群ともわずか 2時間ずつであった。

第 次 第 一 次一
群 ( A 2 ) ( A 21 ) ( B 2 ) (-B 21 ) 

群 ( A 2 ) ( 8 2 ) 

備考 ( A 2 ) ， (.B 2 ) ， ( A 21 ) ， ( B 21 )は資料 1( P 〉κあ担。

。指導法

実験群は ，A2.B2C文字文章題)を ，A21，B21 (数字文主主題)に対応させてl指
ノ

導した。

統制群tr• A 2 • B2 を，ぞのままで，指導した。

4 実験指導の成績

図表2 1 第一回実験K辛子ける指導前後の得点~びK正答率表

問
得 点 正 答 率

題 実 験 群 統 詩型l 群 効果 実験群 統制群 |

番

号 B13 Al B1S-Al BlS Al 813-111 llr-司2) B1S Al 813 Al 

1I) (2) 

1 27 28 -1  2 6 27 -1 。11 0.0 93.3 86.'i 9 0. 0 

2 2 .t 2 O 1 宮 7 2 1 6 -5 80.0 76.7 90.0 70.0 

3 25 24 1 2 S 24 2 ー-1 8 3. 3 80. 0 86.7 80.0 

4 25 17 8 23 22 1 7 83.8 56.7 76.7 73.31 

5 2 6 20 G 23 2 2 1 5 80.7 66.7 76.7 73.3 

6 23 25 -2 2 4 27 -3 1 7.(1.. 7 83.3 80.0 90.0 

7 11 5 。 6 自 。 自 36.7 16.7 2 0. 0 2 C. 0 

8 2 1 1.1 7 22 1(， 7 。70.0 46.1173.8 50.0 

9 10 8 2 14 6 8 -6 3 3. 0 26.7 <1 6. 7 2 <10 

10 自 4 2 5 s 2 。2 <10 13.8 16.7 1 <10 

198 16 8 30 19 6 1 73白 28 7 66.0 5 6. 0 e 5.3 5τ7 



、，

、， 

S 有意な差違の有無の検定

実験結果KつW ての，実験群と統制群の問K有意な差Cあるととの検定V'Cu.指導前テスト帥

と，指導後テスト(813 )の差fてよる変量分析法を適用したが，有意差はなかった。したがって

実験群の指導法がら'統制群のそれよ b効果的であるとはいわれ念加。

6 指導後の 反省

(1) 指導時間数が少なすぎた。

(2) 教材かなま?すぎて，指導がじゅうぶんできなかった。

(3) 実験群は，.数字文章題のと bあっかいvc時間を要しただけ，文字文章題の指導の時間が少な

くたった。

7 文字文章題の解法を国難にする条件の再確認

(1) 文字概念の理解の不足

t2) 文字使用の規約になれて凶ない。

(3) 数字文章題解決刀の不足

， . 

練習過程に松山ては，文字概念の理解と.文字文

章題の解決力は，相互に関係しあって，向上する

ものとPもわれる。
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第六章 結 一語

I 文字文章題の指導について

ヱ 文字の概念の理解が深まるということの意味

数量の概念を理解するというととは，どのよう念 ζ と念のか，先K考えてみる。われわれ大人は

2+3=5というととがすぐわかる。とれは記号としての数字で数の操作ができるからである。児

童が，記号の数字だけの操作で計算ができるまでKは段階のあるととは，よ〈知られていると;1;'.t 

である。 2という数は，リンゴ 2つのととであ.t，オハクキ 2つのととであって，対象の2つのリ

ンゴと数字の2が結びついているのである。それが過去の経験Kよって，ナシ 2つK結びついたb

ミカン 2つK結びつくのであるが， ζの一対ーの対応の経験のつみかさねtてよって，対象語として

の2から，抽象的な 2の概念が発達するのである。えず〈加法)場合でも，具体的な経験κよって

たす(加法)場合の多〈の偶表的場荷で，たすととの意味をわからせなければ念らない。オハツキ

2つはいっているふ〈ろの念かに，オハクキ 5つ入れたから，ふくろのなかKは，オハクキ 5つK

在ったというのが ，2十五は， 5というととなのである。大人は，加減法の区別は，わかりきって

いるととであっても， ζ どもKは，なぜひくのか，たすのかというととはわから念い。 ζの一対ー

の対応の経験のつみかさねKよって，単なる記号だけの操作Kよって，計算もやれるように念ると

考える。

文字の概念の理解が深まったというとども J記号としての文字の録作だけで，計算も立式もでき

るよう¥'(な.t，文字文章題もとけるようK念るというととであろう。

文字は数字より抽象的であ っ て，やはり一段と低次な，具体的~，数字と結びつける経験をつみ

かさねる ζ とによって，つい TL，記号としての文字の操作 もできるようKなると思われる。

しかし数字の計算のときは，加減乗除の記号(数学の規約)の運用と関連して，数概念の発達をみ

たよう¥'(，文字概念の深ま bも，加減乗除はもちろんのとと，文字使用の規約を理解し，ぞれに材時

過酷白、凶て，ともども発達するものと恩われる。ただ，数字の場合は，対象が，具体物又は，半具

体物で物理的なものであって ，文字の場合は ，それが ，抽象的念数字としての記号であるというと

の違いがある。記号は ，約束であるから，言葉による説明が当然必要Uてなるのであるが，その説明

をしてわからせる方法として，数字K結びつけて，わからせる方法をつみかさねなければ左ら設い

のであろうと考えられるd文字が ，定数をあらわしているときは当然であるが，未知数，変数の場

合も一定の数字TLTきかえて考えるζとKよって ，その文字の性質が，いっそうはっきりし，した

がって，数量関係の把握もできるようになると思う。そうする ζ とが，児童生徒の心理発達段階に

即応した指導法ということKなるであろう。その紐験のつみかさねによって記号としての数字の傑

作で数の計算や数字文章題が解けたようrc単なる記号ーと乙て文字で文字式の操作もわかり文字文章題

もとけるようKなると思われる。

わから念い(解巷;不能)文字文章題の文字を数字TLii-きかえて考えたらわかった(予備調査B群

の問題)というととは ，どう解釈したらよいか。とれは，文字よ b一段，具体的な数字になきかえ

たため問題構造の抱握が容易になったからであろう。数量関係を一段と具体的念段階Kひきなろし

たからである。文字概念の理解か深まったのではない。した治主って ，いつも，数字κbきかえて考える傾
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向を養成すると，そのたびに数字U岱・きかえて，抽象的に考え7をいから， 抽象的思考が発達 しないの

では念いかという反論があり得る。とれは，予備調査や実験研究の結果を考察すれば ，生徒は ，数

字~i.'きかえるととが，やや乙しくなれば ， 簡単な道を通るのは，理の当然である。ただ，そと

まで発達してい左い生徒は ，念きかえの経験をつみかさねるととによって，数震がわかり，数理が

わかるととKよって文字概念も発達して くるであろうと思うのである。

次~ .. 数概念の深ま b だけで ， 数字文章題がとけ念いよう~，文字の概念の理解の深まりだけで

文字文章題が ，とけるよう Kならないというととも当然である。とのととは，予備調査でも，はっ

き b している と思う。つまり，予備調査~j:，~ける C 若手の文章題(tj: .ややそれK近い問題のよう K思

われる。数字文章題でも，とけなかった問題であるから ，数量関係が，復雑す智たととや ，文字使

用K念れなかったとと。文字の立式が困難であったととなど考えられる。

そとで，次~ . 文字文章題をわからぜるKは ， どのようK指導するかKついて述べる.

ぞれKはまず ，生徒は文字を使用するようになって，どんなととろに抵抗があるかを，あらかじ

め知q て会くととが，指導する上で大切なととである。

匁 文字のどんなところに抵抗を感ずるか。

生徒は ，文字の意味，機能，文字使用上の諸規約を理解するとと。特K式が，演算の手j願を示す

と同時VC，その;結果得られる一つの数量を示すものである ζとの濯解，文字を用いて数量の関係を

表わすとと ，関係、を等式K表わすととなどK抵抗を感ずるようである。

(1)文字の抽象性と文字の意味

文字は個々の具体的念数の特性をとえた数一般の本質を象徴すると同時に，同ーの文字が，変数，

定数 ，既知数のいずれとも考えられるとともあって，との高度の抽象性のために，生徒は念かなか

文穿を理解でき念い。

たとえば， r円の半径r ，局の長さを Iとすると .lとrの関係は l= 2π rである。 jとい

う場合は ，πは特定の数量であり .lとFは任意の数を表わしている。しかし生徒は ，lもrも自

分Kは備がわかって祈念いがある定数だと感じているのでは左かろうか。ととろで ，rを与えられ

たとき iを求めるとか ，lを知ってrを求めるという場合は ，一つは既知の定数とな t，一つは未

知の定数となる。また， r lはrVC比例する。 」という場合は ，lもrも変数と怠る。

(2) 文字の代数的規約

。×の省略 目Xa=5a， aXb=-ab， 3X(b+c)=3  (b+c) 

(a+b) X (c+d) = (a+b) (c+d) 
m m 

。の省略 …=τ， m+ 3ニ τ， (m+π)+(p+q)=詐?
。 数字を文字の前K沿(， xXS=Sx 2XyXS=Sy 

・累乗の形でかく ， a X a= a 2 ， b X 6 X 6= 69 

。 文字はアルフアペッ トl頃K書〈。

(3) 文字を用いて数 ，量の関係や等式を表わすとと。

' r 1 2 0 fj-のα%を式に示せ.J 

「円の半径r ，周の長さを iとすると ，lとrの関係を等式であらわぜ.J 
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3 文字の指導法 一 -文字導入の扱い方

文字のSつの用法(定数，変数，未知数)のうち，変数から導入するのはよ 〈念い。

(1) 未知数→式の計算→方程式→文章題

の方式は，必要感や興味をもたぜやナいように考えるが ，綿密念系統の樹立が重要。

(2) 数量関係を文字式で表わしたものから→文字式の計算

ζの方式は多くの教科書が扱っていると思うが，文字使用の便利さをよ〈わからせるととが必要で

代数教材K興味をもたせるKは， ζの導入段階が重要Kなる。

との段階では，文字ま数字にシきかえて指導するととが特K必要で，多〈の教科書は ，よ〈考えて

つ〈られてあるようである。ただむずかしい場合は ，一つ一つ具体的な場面K結びつけて指導し左

1ければなら念いというととである。

例 単位の換算

α%→ -i-a，父は0.0 1 a 
1乱 Q

4 数字文章題の指導法

品 9→ -J- akg，又は o.OOlaKg:
1'000 

等

文章題の指導法は，との研究の研究自標であt>，したがって ，実証しをければ念ら左い重要念仮

説も含んでいるが，次の項Kつら左る関係上，ととでは，概念的f'(，普通いわれていると思われる

ととを箇条舎につらねてj;~ <。

(1) 問題の場をとらえるととの指導

国語的よみ，数学的よみの指導，生活経験の重視

.' (2) 問題の構造をつかまぜる指導

条件をとらえるとと，関係判断をするととの指導

(3) 観点をたてるととの指導

算法の決定 ，豆式，計算，観点の変更

(4) 吟味する態度をつ〈るととの指導

検算 .思考過程の反省

(問題の構造化，数学的観点、にづいては，次年度研究したいと考えている。)

5 3l:案文章題の指導について

文字文主主題指導は ，数牢文章鐙指導法で述べたこと以外に・文字を合むという特有の性質から

・考えをければ1.1:らないととがある。その一つが，文字を数字f'(j;~きかえるととの指導で，との実験

研究の結果は先にのべたとj;~ t>である。しかし，との解釈をつぎのよう Vてまとめて会〈が，.とれは

統計的医は多少の拡張解釈はまぬかれをいと思う。

(1) 文字文章題の文字を数字f'(j;~きかえて指導するととは一般的Kは，効果的である。

(2) その効果は，クラスの中位以下の生徒忙大きい。

(3) クラスの正答率 50 "/0以下程度の問題なら ，との方法は有効であろう。

(4) クラスの正答率 70%以上程度の問題左らダとの方法は疑問がるる。

(防文字を数字にかきかえ左いで ，文字のまま指導すると，下位群Vては，前よりわから左〈念るb

それのあるとともある。
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E 第二次研究仮説の実証之次年 度 の 課 題

との作業仮説の実証は， iを接的には，との実証資料の提供ではあったが ，また，そのととが ，第ー

二次研究仮説の実証Vてならなければなら念い。

第一次研究で，算数，数学の問題を解決するととができ ，算数数学を理解するととが，できるよ

うな数学的思考とは ，具体的Kはどのようなものであるかを明かにし，その心理発達段階をふまえ

教材の本質ゃ今後児童生徒にどのよう左数学の学習を期待するかという将来の見となしによって ，

指導の方法は考え念ければ念ら念いと立言した。(乙れは第二次研究仮説の lつである。〕

乙の作業仮説をと担あげた理由は ，前に述べたとかbであるし ，またとの数字K訟きかえて考え

る考え方も ，心理発達K却した方法であるわけである。ただととでは，すべての数学的方法や操作

の効果を比較実証するととはできない。ただ一つのととを比較実証したKすぎ念いが ，乙れによっ

て心理発達!rcこ即応 しなければなら念いという一つの研究仮説を不完全ではあるが実証したと考える

のである。

第3年次は ，第二次研究仮説の数学的念観点を身VCつけさせると と，児童生徒の知識 ，技能を構

進化することを中心に実証的κ研究したいと患っている。

1l:辛子第 s年次は，以ょの実証研究とともに ，第2年次研究第S年次の実証的研究を基礎にして算

数数学の学習指導理論の構成をする予定である。

E 本 年度の研究方法の反省一比較群法について

エ 等質群の作成について

はたして ，等質量平をつ 〈るととが ，できるかという疑問がある。とれは，国語科 ，社会科1l:ιは

53IJ I"C考えるとしても，算数数学科のように，論狸的思考を中軸とする知能教科V(;I:;~いては，学習の

一時的効果測定をする程度の実験研究なら可能のよ うK思われる。 ζ の実験は，文字文

章霊震の問題解決の学力がねら肋Iであるから，文字文章題のテストを基準にして等質群を作成し走。

それ(tL，学校の評価，知能偏差値，標準学力テスト(偏差値と五段階評価)と 5つの資料，家庭環

境 ，生徒の性格等を参考Kした。

生徒bては街可が得意なものと，代数が得意なものとがるるようである。前者を直観型，後者を理

論型とすると，とのととも等質化Uては考慮し念ければ念らないわけであろうが， しかし，代獅句教

材をとりあっかうときは ，代獅句教材を基準にして等質化すればよいのではな効当ろうか。

2 学習効果の比較に.ついて

2つ， またはそれ以上の学習指導法の学習効果を比較して， 1つの指導法が ，すぐれているとい

う結論をだすととは ，すとぷる困難のととである。 したがって，われわれは ，自己の経験や ，先覚

者の研究を多考にして，日々の学習指導K精ー進しているわけである。比較群法tてよって，実験的研

究する場合は，焦点を小さくしぼらざるを得念いのでは念かろうかσ 小さ 〈しぼったとしても ，と

の研究にもみられると;I:;''t，一般的に解釈する ととは ，簡単なととではない。まして ，異なる因子

を多〈もった指導法を比較する場合はいっそ う多くの困難をとも念うと思う。把持テヌトを笑施し
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て学習の永続効果を測定するととは一層困難である。しかし，実証的に研究した確かな資料を基礎

K して ， 学習指導の改善をはかる乙主は，非常;~C重要なことと考える 。

3. 実験綬業について

とぐに ，統制群の授業は ，少なぐとも普通に行なわれている授業でなければならないと思う。

|臼制中学~ら D っ l'f~授業であっ ても，新制中学では必ずしも，そうとはいわれない。それは ，

能力差が，新制中学は非常K大きいという ととである。教師は，中位群以下の生徒が ，わからない

ととを知っていても ，やむを得ず上位鮮中心に授業を進めていると ともあると思うが ，とれは，

あとから穴うめを考えて凶るからさ しっかえないと しても ，教師が ，生徒のわからをいのをわかる

と誤解して ，授業を進めている ととが ，多いのではなかろうか。特に新制中学の数学の授業十ては，

そのよう念ととが多いように思われる'。数学的念概念，法則念どは ，言葉でいわれたり ，式でかか

れたりしたととろで，本当に理解しているのかどうか ，わからないととが多い。いちいち重要な具

体的衣場K結びついた指導がなされてはじめでわかるというととに念ると思う。

文字文章題Kは，文字を数字Vてがきかえ念くてもわからせるととのできる問題もあるわけである

から ，との統制群の授業は ，とのクラスの学力であれば ，との程度の問題なら，文字のまま指導し

てもわからせるととができると判断した教師の授業という ととに念ら念ければ念ら~い と思う し ，

また，ぞのような授業が多いとみ念ければならない。 文字指導は， 1つの例であって ，算数，数学

の授業には ，干ミ消化の概念法則が多〈っかわれているのではなかろうか.

統制群の授業は以上の意味で 、普通K行なわれている授業生みたのである。

実験群の授業は ，一般κょいといわれている指導であるから ，劃験的Iになとなってもさしっかえ

ないと思う。

との研究を実施するVてあたり，協力絞としてiど協力をいただいたつぎの学校の職員ならびに生徒

に深〈感謝の意を表ナるとともに，算数 ，数学教育K関心をもたれる方々のど批判と ，今後の附究K

対する御協力を切Vてが願いする次第である。

研究協力校 西蒲原郡西川町立曾郷中学校

新潟市立中野小屋中学校

なが ，との布十究の第 1年次は ，前研究員(現 ，西蒲原郡吉田町立吉田中学校長)山野井嘉瑞氏の

9 担当されたむのであーて ，第 2年次の研究は ，同氏の助言指滋によるとζろも多<，ととに厚〈謝意

を表したい。 (研究担当者 研究員 大森忠勢〉
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